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N
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T
分
割
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送
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政
治
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程
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政
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、
ネ
ッ
ト
？
ー
ク
の
変
一
一
会
中
心
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持1
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γ
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t
j
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N
r
T
の
発
た
か
ら

uh
日
心
八
刀
ι
に
N
T
T
へ
の
支
配
力
強
化
を
ね
ら
う
川
町
政
省
は
予
定
通
り

一目

i
T
の
経
リ
宇
口
U
N
h
h
u川

imし

を
電
気
通
信
審
議
会
ι
諮
問
レ
ヒ
〈

ヘ
凡
」
十
日
月
か
ら
ん
ひ
』
一
け
に
か
け
＼

分
割
論
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

一
十
以
（
り
蛇
政
箔
を
作

・・.> 
キ
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心
！
と
す
る
分
割
主
進
派
に
持
二
電
電
ヘ
新
引
札
参
入
事
一
式
文
〉
が
出
わ
り
、
他
方
の
Y
一l
I
な
、
り
び
い
〈
ヱ
需
品
一
一
を
甲
心
と
「
る
分
割
反
対

派
に
は
、
大
蔵
省
が
町
ね
る
と
い
う
対
げ
が
現
行
れ
た

t

か
1
J
h
r
n

が
っ
、
分
割
を
め
ど
＼
る
ノ
岬
争
が
絞
り
広
り
つ
れ
ん
い
一
過
程
で
注
司
さ
れ
る
の
は
、

N
T
T
分
執
間
以
を
め
一
ぐ
る
政
策
過
程
が

つ
の
い
同

E
さ
し
か
な
く
、

h
J
L
ム
つ
ま
っ
た
く
異
な
る
レ
ベ
ル
で
畏
閉
す
る
川
宣
一
心
口
ジ
7

ク
に
刻
印
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
J

リ
ク
ル
ー
ト
三
正
虫
、

：
’

j
r一

山
杭
制
改
羊
は
ど
政
治
的
品
川
絞
か
ら
の
い
同
（
向
転
換
の
乙
止
に

オ
パ
氏
党
や
内
閣
川
に
ζ

ッ
ず
に
は

N
1
I
改
羊
z
也
捕
進
一
q
J

る
余
凶
は
あ
3

た
が

八

ι干
の
主
JZ
一
的
白
川
洗
礼
果

の
野
党
支
配
と
い
た
政
治
構
返
り
か
化J

ル
ほ
す
る

N
T
T
M什
仙
の
刈
宝
末
、
〈

化
に
よ
っ
亡
郎
政
省
の
分
割
住
没
が
砕
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
戸
γ
ζ
U
L
一之
w
o



三時

こ
の
商
で
見
る
と
、
制
民
的
コ
ン
ア
ク
ス
ー
の
変
化
は
、
民
科
W
3
ん】」↓純一の

t
R公
泣
と
九
電
通

T
t
o
「
政
策
述
合
調
整
Jmγ

マ
七
ソ
ト

ワ
ク
日
小
山
市
図
仁
な
る
変
辺
で
あ
っ
た
と
考
え
り
れ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
分
離
分
割
議
論
の
ね
従
ど
し
て
挙
げ
ら
れ
る
下
落
す
る

ーム

日州

N
T
T株
制
の
村
宗
J
u
u
、
引
邦
政
省
ケ
い
ん
J

円
れ
」
分
離
分
別
問
推
J
一
グ
ル
7

ブ
に

N
T
T
時
期
控
泣
の
安
斗
性
を
山
内
く
ず
る
安
司
で
あ
っ
た
こ
い

え
司
令
。
主
稿
↑
〈
は
、

人
九
午
心
剣
佼
的
4

〆

7
ク
ス
ト
の
従
化
ζ

イ
シ
ょ

i
コ
ン

7
ク
ス

i
心
変
化
刀
、
で
、
八
イ
雄
分
割
日
以
〈
摘
の
長
対

、
分
主
正
論
終
結
心
一
可
能
竹
が
門
司
ノ
＼
仕
つ
に
に
も
か
ひ
わ
ら
ず
、
分
維
分
九
日
山
の
J
4
↑
寸
先
送
り
が
た
定
手
れ
る
よ
？
に
な
ハ
た
安
困

に
つ
い
て
愉
討
す
る
。崎

市

孜
従
連
ん
設
整
型
、
吋
h

，
ト
ワ
ー
ク
一
小
品
谷
川
女
凶
と
し
て
の
次
治
‘
経
済
叫
ん
山
川
仙
の
変
化

一
九
人
＋

ξ
の
N
r
1
C
足
常
化
以
後

N
T
γ
分
割
一
品
川
予
は

日
本
市
rh常
活
株
式
会
社
沼
山
政
第
二
条

r
d
げ
ら
れ
に
約
u

h
形

態
見
直
し
丸
木
崎
て
あ
る

ー
政
同
は
人
百
J

札
の
成

υ
、u
ー
か
ら
九
ん
以
内
に
、

こ、
U
、
？
い
叩
の
施
つ
の
状
況
お
よ
び
｝
の
よ
い
倖
り
権
行
伐
の
ぷ

事
情
心
変
化
泣
よ
な
尚
実
し
と
九
百
在
の
あ
り
方
ι

づ
一
い
て
怜
討
を
加
え
、
e
p

の
結
果
に
法
r
つ
い
て
必
史
と
出
置
と
講
ず
る

b
C
と
ず
る
」

と
決
め
ム
J

れ
た
、

τご
い
基
づ
い
て
部
政
省
が
、

九
八
八
午
一
月
に

1

屯
気
通
恒
審
議
会
に
河

I
T分
割
問
川
砲
を
花
問
、
て
人
々
斗

ハ
〆
一
月
に
川
間
判
ynvmd
提
出
さ
れ
て
か
ら
知
主
コ
た
ず
下

fpvν
な
が
ら
、
今
聞
の
分
割
前
？
は
、
第
一
五
凶
参
議
院
選
手
の
一
杯
込

安
ね
1
Y
れ
」

ζ

い
う
政
治
状
況

へ
川
一
古
川
川
山
上
を
口
拐
す
ア
ク
タ
？
ト

N
I
T
株
の
下
格
こ
い
う
絃
泣
的
状
況
の
悪
化
の

F
で

布
引
刊
に
民
間
す
る
」
う
に
な
っ
七
。

政
治
憐
訟
の
史
化
は

人

ι可－
U
N
1
T
分
維
分
布
誌
九
一
川
に
お
い
て
、
人

7
4
C
氏
常
化
誌
八
一
川
の
阪
に
形
成
ゴ
ハ
れ
て
パ
た
一
政
策
山
注

九i
読
笠
刑

γ1F
ト

ワ

ク
t

」UY
変
符
さ
」
4

る
渋
川
で
あ
っ
h
J

乙
い
え
る
u

つ
ま
り
、
政
治
か
に
吾
柴
田
り
～
は
お
y

砕
ア
ケ
タ
で
為
る
逓
「
一
川

族
に
加
え
亡
、
社
会
党
一
ゲ
一
台
む
軒
九
%
引
九
十
下
百
足
、
r二
次
浪
速
合
ぶ
怒
張
、
不
ソ

f
v
l
ク

の
袖
と
し
て
の
役
削
守
地
た
「
ょ
う

ιは
っ
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ス
こ
と
で
あ
ゐ
し
か
、
J

、
1
政
策
連
九
口
調
斡
訂
正
久
ソ

i
ワ
1
7」
の
変
符
で
注
じ
卜
さ
れ
る
の
は
、
首
四
日
以
E
X
I
T
－A
ハ
エ
電
通
乙
の

関
係
ド
民
パ
川
化
心
的
の
目
立
ノ
に
緊
慌
で
は
な
か
コ
た
こ
乙
で
あ
る

人
え
咋
の
分
割
議
論
が
再
燃
さ
れ
た
際
に

逓
信
族
の
」
ー
で
は

N
i
r
何
者
！
障
に
対

L
、
「
ん
I

目
出
に
転
り
凶
さ
れ
て
い
る
」
、
「
組
台
を
気
に
し
て
八
f
法
化
努
力
が
U
砕
し
り
な
い
」
な
ど
の
、
h
L
い
批
川

ー
っ
、
ノ
ニ
o

？？一、

Jυ
斗
ぷ

r

v

f

件
サ
I
l

N
I
T株
は
政
何
が
全
体

来
一
前
向
子
討
委
員
会

ヘヘ
ι
1

f

ノ

’

l

山
川
中
広
務
議
員
は
、

" 11 

の
質
問
で

0 

" 

の
六
ー
は
%
な
刈
布
し
、
将
米
も
法
律
に
－
A

っ
て
一
分
心
一
は
一
昨
有
し
紋
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
こ
ζ

を
考
え
ま
」
2
ζ

き
に
、

N
T
i
 

は
妹
、
干
の
利
，
ハ
？
と
収
悔
九
九
qJ
る
わ
け
に
は
ま
レ
り
ま
佐
川
し
、
労
使
関
係
も
ま
た
よ
れ
澄
明
吟
を
史

k
さ
れ
7

匂
ー
も
の
に
と
考
え
る
し
ど

川
小
山
べ
、
労
使
関
係
の
透
唱
均
一
叱
強
訴
し
、
山
回
以
の
経
常
が
お
か
し
く
弓
ッ
丈
一
民
間
刊
し
し
し
て
現
場
協
議
叫
す
取
ゎ
一

U
、
N
T
T労
使

間
の
れ
川
協
議
会
ム
ぜ
ん
強
く
批
判
し
た
F

と
｝
ろ
が
、
添
い
淡
の
一
部
ー
か
ら
の
一
円

T
I労
校
関
係
の
批
判
1r
合
却
化
佐
知
一
吹
い
本
は
、

株
缶
UFJ取
が
イ
ン
ム
！
と
な
ぺ

C
い
晶
状
況
で
、

政
策
諜
開
店
ー
し
は
7dq
ら
何
百
か
っ
た
F

「
政
浪
伸
一
台
刈
萱
刊
す
永
ヴ
ト
y
ノ
l
う
安
存
心
山
宮
川
と
し
て
の
苓
一
一
一
的
院
選
挙
結
呆
は
、
「
？
一
民
党
の
一
党
支
配
と
い
う
也
九
サ
五

』
の
が
党
以
来
（
り
日
字
、
ω
政
治
の
大
き
＝
枠
制
み
が
崩
れ
た
と
い
う
こ
と
や
、

政
MK決
定
池
沢
が
け
ロ
ベ
党
に
有
印
刊
に
「
氏
悶
Y
J
れ
な
〈

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

人
々
コ
ユ
7

入
、
工
｝
乞
立
味
ト
リ
る
ν

っ
1
り
、
自
民
党
支
配
の
川
た
さ
は
、

ト
コ
郡
山
日
一
川
／
川
河
決
と
い
わ
れ
る
手
安
法
系
は
、
い
し
m
L
L
J
4
口
が
強

州
慨
に
反
凡
な
ヲ
ぷ
ん
と
、
ぷ
L
Zえ
そ
の
ほ
と
ん
J

は
ぷ

J
L
法
ぷ
波
y
J
L

過
十
件
？
戸
川
制
設
的
に

「
阿
片
九
%
さ
れ

t
い
た
が
、
参
議
防
の
与

「
与
野
党
吋
浪
が
与
野
川
ノ
調
笠
L

の
構
造
に
移
る
よ
う
に
仕
っ
た
こ
い

郎
U
J足
だ
転
は
、

選
一
ヤ
後
、
司
氏
、
必
の
政
治
労
ば

芸
誌
院
の
一
品
一
芳
、
性
z
f
改
め
亡
確
認
し
、
参
議
院
の
過
？
数
議
布
、
ョ
確
保
す
る
た
め
に
、
旧
日
党
と
述
J

山円相明半、新人
U
d
Aつ
え
を
一
小
す
こ
ζ

に

It 
Jコこ

心
よ
う
に
、
参
議
涜
に
お
け
る
け
寸
比
比
円
高
一
半
数
百
れ
と
い
下
勺
ノ
状
況
は
、
也
氏
叫
に
と
っ
て
は
法
案
成

JLl何一万九円
J

る
よ
う
に
な

り
、
単
独
政
権
と
比
絞
し
に
、
法
4

奈
川
一
υ
の
た
訟
に
、
い
つ
完
は
よ
り
野
党
rL
守
九
州
む
に
な
旬
、
協
力
乞
要
請
す
る
、
、
と

日
野
h
h
に
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よ
る
法
案
支
持
の
h
l
r
引
性
が
円
同
く
ん
土
台
と
い
え
｝
ム
Y
こ
れ
に
つ
い
て
、
国
会
の
主
歌
手
淫
日

を
分
析
し
た
出

i
幹
高
は
、
安
心
的
立
多
数
与
党
が
家
持
対
院
に
お
い
て
存
在
し
な
い

え
八
六
ー
か
っ
九
九
二
つ
衆
参
ね
じ
れ
期
に
お
い
亡

日
公
に
お
け
る
多
数
以
の
志
向
ト

反
す
る
よ
う
な
zυ
法
か
排
返
さ
九
る
の
で
は
な
く
、
わ
了
ご
っ
同
会
を
直
近
す
る
ご
と
小
忍
雑

ζ て
法会〉
来る
Jコょ
とzう
な
率 t士
以来
高の
く うた
な H)
1こ 7車止
同寺

そ
う
じ
ト
、
議
会
制
度
的
な
JM結
こ
仁

と
桁
摘
し
て
レ
ヲ
G
C

こ
れ
は
、
多
数
ソ
党
が
存
イ
！
な

に
は
、
守
僚
が
一
一
前
九
日
の
一
比
品
を
H
H
L
法
条
の
提
出
を
H
ハ
台
ず
呪
ι
家
、
お
る
レ
は
、
～
疏

会
心
む
川
川
在
、
必
ん
で
い
索
引
Y
作
成
す
る
プ
リ
ー
ベ
リ
ッ
ピ

（
（
，
『
勺

2
m
L
h
R
F
～

の
い
ろ
一
1
J

川
間
反
川

表

l
〆
を
け
比
る

む
川
結
束
で
お
一
る
と
考
え
ら
れ
る

（
白
戸
？
の
凶
七
2
0
1

と
、
臼
巾
民
党
市
川
山
政
権
の
山
川
悶
柑
出
、
仏
索
の
成
立
割
合
日
戸
、
白
尺
単
品
川
山
京
芸
わ
い
V

れ
、
細
川

連
立
政
権
、
そ
し
て
、
門
社
連
巴
V

政
権
の
時
工
り
も
怪
い
」

る
特
二
、
「
W
H
P

一
五
t

二
人
同

の
凶
守
i

阿
の
内
閣
ほ
出
法
案
の
成
立
割
合
が
山
氏

の
「
h

九一山夕、ねじ、れ

尚
治
政
梓
の
時

ttuノ7
5
品
く
な
っ
た
」
こ
に
は
、
内
閣
抗
出
法
案
、
予
一
野
党
に
支
持
さ
れ
た

. . 

為
¢0 

』主

内
l七
イf主

す,' 
•di 

く
y 

,, 
反
Kす
き
才L
包〉

' fム

J注
、去

案や
提
fj 
k、
o・ 
コ
o. 

結
累

と
L
て
川
ら
れ
令
。
つ
ま
れ
、
京
参
ね
｝
J

れ
刀
流
効
期
に
お
け
る
7

一
司
抗
仏
法
案
E
は
、
山
門

湖
一
小
野
党
反
川
刊
一
り
べ
以
来
設
川
z
V
｝
危
け
よ
う
と
し
、

ご
れ
に
野
光
は
河
湾
ux出
日
出
来
を
う
1
7
J

る
傾
向
J
V
－h、
め
る
こ
ζ

芝
、
野
光
の

一－7
J
M
化
i

が
顕
著
C
4め
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
、
制
度
り
U
J
ノ
テ
々
一
人
？
の
変
化
以
、
部
政
討
の
UN
－
－
分
組
分
割
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料
開
叫
が
政
府
当
え
の
政
策
？
ご
し
決
定
さ
れ
L

く
い
状
は
に
お
か
れ
て
し
る

ト
々
、
交
日
且
当
一
明
主
ロ
で
あ
る
Y
一l
I
こ
か
草
地
、
そ
h

いて、

？？
i
k
 

型

ryt

体
性
の
必
変
件
を
ア
ド
ー
パ

L
な
が
九
つ
郵
政
省
を
生
泊
す
る
こ
y
し
が
さ
き
る
D
h

つ
に
な
っ
亡
、
一
と
を
苦
味
L
だ
f

N
T
i
 

γえ
る
つ

そ
し
て
、
株
悩
落
に
ふ
る
γ

八
蔵
省
？
η
…
離
分
引
先
込
り
主
張
も
、
一
政
治
一
連
合
前
笠
剤
、
不
ヅ

i
ワ
i
ク
ー
変
存
心
渋
川
刈
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
分
維
分
布
也
刊
を
ヨ
品
川
一
0
2

政
策
主
ら
れ
は
、

N
T
T
宅
金
屯
込
一
川
判
定
に
つ
な
r
A
る
政
策
車
一
一
ム
円
分
布
市
終
結
政
策
連
合
～

と

ιパ
配
内
省
羽
界
を
中
心
に
す
る
お
木
連
合
「
分
制
延
期
以
策
』
一
九
日
）

「

J
v
L

分
ゃ
れ
て
い
こ
c

政
策
述
合
が

つ
に
な
っ
ご
お
ら

7, 

ず
、
二
つ

ι分
か
ー
れ
て
レ
に
の
は
、
分
割
論
終
結
決
策
中
た
け
が
、
郎
政
省
の
分
離
分
割
法
茶
必
出
や
、
法
案
い
が
出
さ
れ
て
も
ぎ
決
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
れ
刊
で

円相J
割
論
の
終
結
を
目
指
し
た
と
し
し
に
だ
L
、
｛
人
蔵
書
し
心
場
合
は

社杯制」
Y
P
K宗
と
し
て
パ
ん
雑
分
割
セ
光
、
店
り

し
よ
う
と
L
た
こ
と
で
：
£
り
、
針
ポ
は
N
T
「
元
宮
化
心
時
か
ら
分
離
れ
ん
判
明
よ
宏
、
張
ト
ヲ
る
立
場
ー
ピ
以
下
い
け
し
て
い
z
f
p
、
同
日
日
前
内
的
口
氏
況
に

安
定
性
主
与
え
る
れ
程
一
と
し
て
分
収
入
刀
剣
の
先
苧
り
わ
扱
一
小
す
る
こ
と
に
～
小
っ
た
か
ら
で
為
る
f

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

以
仁
の
よ
、
つ
に
、
今
凶
（
り
品
l
d

雄
日
分
割
品
争
は
次
の
7
h
A
ノ
な
政
治
連
合
の
お
倣
の
卜
亡
行
わ
れ
る
下
て
つ
に
な
っ
f
と
い
え
る
つ
第
一
は
、
引っ

、ノグ議院一叶
hH
土
導
は
1

政
的
述
ん
は
問
主
刊
～
ネ
ソ
ト
ワ
ク
」
の
拡
大
、
あ
る
い
は
堅
凶
川
内
寸
を
も
た
ら
、
二
分
舵
・
分
割
を
推
進
す
る
動

7

き
に
対
U
、
〕
て
、
干
の
政
災
述
合
に
有
百
な
ぜ
ん
げ
を
阻

ιす
る
こ
と
が
で
き
た
）
こ
れ
は
、
ア

7
ー
ィ
ノ
ル
（
コ
コ
ヨ
c
h／
二
足
立
久
が
日9
 

1

制
皮
変
化
が
亡
リ
口
付
対
に
澄
行
び
れ
る
三
川
町
に
は
、
支
配
的
プ
ロ
ッ
ク
の
利
A
l

円
変
化
が
ほ
／
ア
ん
y

な
い
場
台
で
あ
叱
他
方
、
強

U

F「一。

れ

コ

｝

／

な
社
会
政
治
的
グ
ル
ー
プ
が
引
判
官
門
悶
係
に
潟
く
か
か
り
っ
て
い
る
場
合
ば
、
変
化
は
よ
り
出
首
に
道
行
手
れ
る
と
お
ャ
抗
す
る
て
つ
に
、
日ふ！？

A

i
入りん

剣山内
l
A
似
品
化
な
引
き
起
、
｝
ず
に
リ
グ
に
は
、
分
配
品
終
結
政
ハ
ボ
山
山
叫
ん
じ
と
り
間
で
令
意
が
お
ら
れ
る
引
、
占
め
る
い
は
分
需
品
川
終
結
政
策
連
合
の

分
割
反
対
グ
ル
ー
プ
が
分
開
推
進
グ
凡
ァ
よ
り
俊
付
に
J
U

コ
て

政
治
治
犯
を
i
雰
γ

、4
2

J
h
M
れ
川
い
V

こ
の
内
、
は

る
よ
h

つ
に
な
っ
た
と
い
え
る
一



三時

符
二
は

の
宏
一
ι附
を
ぷ
め
る
を
ノ
L

弛
い
z人
分
割
延
期
政
策
連
ム
円
が
、
八
刀
剣
山
論
終
結
政
比
一
連
合
乙
の
刷
で
直
一
訟
に
政
策
比
八
会

を
模
持
ず
る
い
も
動
を
け
凡
ぜ
な
か
っ
行
こ
ζ

で
あ
る
。
分
割
反
対
刀
グ
ル
ヲ
プ
が
つ
に
な
一
っ
て
お
ら
ず
、

二
円
ノ
仁
分
か
れ
て
い
た
こ

r

ーム

日州

は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
J

こ
汁
つ
」

八
h
午
の
尺
Y
V
N
H市
請
の
時

改
手
当
事
有
を
中
心
に
ふ
2

る
分
卦
叫
九
四
終
結
政
策
連
ん
じ
の
場
九
「
は

jJ 

Lコ

一
貫
し
て

N
i
f
の

体

作
z
ぜ
、
張
し
て
い
た
が
、
分
割
任
期
政
策
豆
ム
円
心
場
九
μ
は
、
木
来
分
パ
同
推
進
派
で
あ
り
、

N
I
T
は

川山

τ
落
ζ

は
引
済
状
況
の
豆
化
ζ

い
う
状
況
に
九
一
末
3
れ

同
じ
政
策
課
砲
に
刻
し
亡
、

hJ

分
百
の
先
治
り
を
重
訳
し
た
o

w

一
の
凸
は

糸
川
地
好
の
一
設
が
必
ず
ー
も
一
机
割
の
一
致
乞
立
味
し
な
い
ヨ
ご

24γ
ぷ
寸
J

U

分
初
任
期
以
浪
速
ん
の
分
割
の
川
山
氏
J

れ
の
主
張
は
、
状

川
仙
北
仇
有
的
だ
っ
た
の
で
、
分
割
前
が
甲
府
A

ず
る
場
合
、
分
割
前
終
結
政
策
連
吟
と
品
藤
湾
係
に
発
展
す
る
可
能
主
を
銭
し
た
ま
ま
、
分

割
の
先
ぷ

η
が
決
以
さ
れ
た
、
」
と
で
み
る

ー
、
環
者
心
分
地
・
分
割
の
叱
一
一
店
り
の
ア
f

張
は
、
郎
政
官
に
1
ぐ
っ
て
、
分
割
論
終
結
Lf

い
ヰ
分
割
議
終
結
政
策
淫
人
（
J
C
H力
を
阿
判
注
す
る
策
と
し
て
法
択
の
余
地
Jど
z
J
え
る
も
の
C
Jめ
っ
た
日
〕

2
で
為
る

第
一
半

一
つ
の
政
策
連
合
に
町
民
る
分
離
・
分
割
阻
止
の
政
治
泌
理

第
一
泊

－T
l
し
）
全
電
通

’
分
割
論

分
割
陀

ι＝
乞
ハ
ド
ド
治
す
労
使
一
体
性
と
全
小
川
通
の
野
い
ん
長
近

一
九
八
八
年
一
月
に

1
N
T
T法
U
則

条
に
基
つ
い
て
、
が
政
省
が
「
t

巳
以
内
通
信
審
議
会
」
に

N
r
ー
の
あ
り
方
を
諮
問
じ
た

ヤ
一
と
か
ら
約
ま
っ
ナ
人
N
r
i
丙
絹
4
叫
ん
閣
議
は
、
改
革
引
事
者
で
あ
る
N
T
I
、
八
三
百
通
と
r
均
政
省
の
胡
で
凶
作
川
付
さ
れ
た
〉
露
政
省
の
八
刀

絞
り
致
寺
を
後
押
し
し
に
の
は
、
新
旧
札
参
入
業
者
、
河
仁
（
」

心
分
布
史
上
水
で
あ
っ
た

U
N
C
仁
の
場
台
は
、
－

N
i
T
に
沈
べ
て
汁

hh
市
に
J

ハ
刊
な
競
争
条
件
で
の
常
業
中
強

γ
り
れ
て
い
る
1

こ
い
う
主
将
を
部
政
符
に
流
財
）
、
解
決
策
ご
し
て
、

宗
主
日
常
げ
と
い

N
T
T
心
サ

iγ
一人

ケ
ァ
、
ベ
ル
、

U
九
州
日
山
電
話
な
ど

の
分
割
と
地
域
分
割
の

H8 1.2Ul11 1; 品ぇY、：dごJ(i 06 :.:1 3〔l' 



部
政
省
と
珂
仁
亡
の
分
割
の
助
き
に
対
し
て
、

V
一I
l
側
目
、
札
豆
、
副
引
一
託
、
常
務
店
担
コ
者
ヰ
」
メ
ン
バ
ー
こ
す
る
制
反
対
以
前
九

研
究
会
合
法
日
る
」
と
や

一
九
八
九
年
刊
月
九
日
に
け
門
樹
元
・
市
外
？
川
寸
前
山
刀
法
又
を
は
じ
の
て
公
表
一

i
Y
7ニ
で

省
の
八
刀
試
の
動
ぎ
を
宇
制
ー
た
っ

N
T
i
が
市
山
口
百
活
・
川
払
九
一
百
訴
の
以
乙
を
公
表
し
た
h

一
乙
一
は
、
市
外
直
話
は
大
将
黒
字
三
市
内
泊

話
は
亦
字
こ
し
て
お
れ
、
そ
孔
は
、
よ
作
品
行
込
認
の
口
組
、
げ
の
摂
拠
を
市
中
J
0
2

形
／
一
な
っ
て
い
る
が
、
分
劃
す
れ
ば
、
市
対
逸
話
の
恒
卜
げ

に
つ
な
が
る
こ
い
下
っ
こ
乙
l
乞
γ
ピ
i
ル

分
布
市
や
索
引
ず
る
意
味
か
あ
っ

1
1
ま
に
、
六
万

h
Hに
山
口
均
成
社
長

U

｝／）「、、

は
、
電
気
高
山
信
苓
説
会

給
一
ー
小
安
員
会

〈

Uγ

ア
リ
ン
？
で
、
な
新
平
凡
電
ー
し

っ行
J

は
か
れ
J

で
d

め
る
こ
と
、
一
必

市
νノ

／υ
到
化
努
ん
を
続
行
て
レ
る
w

どし

A
I
Jふ
i
万
引
出
／
似
の
司
似
が
分

ハリ

7
d
一｝、、“
ν

デ
マ
十
一

1
1
4

説

L 

間
1手
nヲよ
｝小

書lj よ

反L
,k 二
cう見

L→、 ノし

写汚

雪量
し〆う L

方
よ

と

人l
電
通
む
ぬ
今
も

き
れ
に
全
電
通
の
「

治
fill 

ノL
l'1l ノ、

＂＇八
割I"・ 七 J.,
国時
大山
会ム＇・c
i す～
、で℃

，守
5;・ 

育~

ν＼ 

のi;(::: 
会λ
ノ、

作←

へ
の
ア
ヒ
ー
ル
に
だ
し
て

凶↓一汀巾vfj比

一
九
八
八
rr
ヒ

月

二

H
A
Mら
匹
日
間
開
催

山
山
本
女
川
片
乏
の

「
N
T
i
分
割
問
止
」

ド
い
と
も
、
こ
れ
を
人
工
庇
的
い
支
持
ヘ

N
T
「
分
刻
出
H
心
七
め
、
今
川
向
全
力
を
め
げ
て
闘
う
F

，口

ム、の
7PE口、

ぷTT c：前CG需品りの以前泊司

日
刊

T
I
八γ
割
阻

U
の
た
め
断
凶
闘
う
え
日

：
井
山
町
h
p

一
五
一
凡
－
安
員
一
文
は
、
「
〈

Zη
通
の
王
張
を
〈
γ
一
一
叫
的
に
支
持
し
、

午
、
以
て
、

矢
野
公
明
日
記
：
女
川
手
も
、
「
刈

T
l
八
刀
剣
は
、
同
氏
の
引
読
み
」
損
ね
る
い
た
品
川
作
法
案
め
と
戸
以
上
に
カ
ャ
、
人
札
、
陀
と
の
J
1
め
闘
う
」

／
）
述
、
た
J

坂
本
民
吋
兄
妥
員
長
J
h

、
「
凶
介
前
の
民
川
化
法
案
の
闘
い
で
は
、
同
川
叶
党
は
親
身
ピ
仕
》
て
全
電
浅
の
政
策
実
札
の
だ

め
闘
っ
ん

Jτ
わ
れ
わ
れ
は
N
1
T
の
牛
人
の
視
ど
と
思
っ
て
い

Q
d
N
T
1
分
前
な
と
絶
対
許
、
」
な
い
」
こ
表
明
L
た
ラ
最
後
に
、
江

回
社
民
連
’
代
表
も

？サI

]J 

問

ジ〉

官、
ifi 
d長
dむ

乙
約
束
L
、
1
N
I
T
分
配
唄
止
」
で
同
好
先
ζ

の
政
策
協
ぷ
の

強
化
や
ア
ピ
ー
ル

九
電
通
は
「
捨

1

M
間
大
会

一
九
一
八
一
八
年
七
万
九
日
に
、
一
年
後
に
迫
っ
た
卒
業
法
・
ム
一
μ
引
法
見
ば
し
を
最
大
隈
重
松

'" }!) 
~.土
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三時

す
る
と
と
3
0
に
、
見
山
し
な
と
当
而
オ
る
諌
践
の
解
れ
い
に
凶
け
、
ミ
れ
ま
で
の
労
使
関
係
を
よ
り
ロ
副
党
尽
さ
せ
て
い
く
一
、
と
K
M
ど
乞

ぷ
め
る
「
能
川
刊

回
大
会
決
定
に
基
っ
く
広

L
人
れ
言
、
示
会
社
側
に
提
凸
し
た
ο

八
月
九
日
の
会
社
ぐ
ん
で
一
沢
市
旭
の
ヤ
央
八
人
沙
で
、
事

ーム

日州

栄
一
民
・
会
川
イ
法
の
え
れ
亡
し
に
つ
い
て
は
、

労
使
間
三
分
議
論
し
、
主
［
一
［
也

て
対
処
す
る
ヨ
こ
、

N
i
T
山
什
濡
に
労
使
体
て

刻
応
す
る
、
｝
与
を
砕
認
？

ん
月
以
円
に
靖
免
れ
た

T
Y
（7
2父、》」

C
N
T
T
分
割
羽
tH
の
こ
め

体
に
な
っ
て
対
泌
す

る
こ
Y

ヤ
ゼ
渋
川
止
し

こ
の
よ
う
な
、
九
竜
涯
2
会
社
側
の
ザ
剖
閉
止
へ
の
一
致
と
と
も
に
、
〈
工
ア
品
川
却
し
は
、

代
昨
直
川
出
金
五
人
－
会

ど
貯
伐
と
の

協
力
説
化

c
tめ
に
、

九
月
九
日
に
全
毛
並
野
党
協
力
；
岳
民
怒
談
宗
十
一
慌
ヨ
小
人
。
ム
百
九
日
に
は
貼
円
ム
雄
、

r古
川
武
、
矢
氾
禿
山
陰
、
一
祝

井
り
山

へ
以
一
公
明
党
一
家
）
、
た
矢
内
！
日
丈
へ
民
社

容
ー
ム
山
人

山
同
川
け
郊

U
む
期
協
議
一

（
什
民
連
・
衆
）
、

、
江
川
2
4

月
f

叶山中町〈日川崎北
k
台、

（
畑
山
哲
三

N
r
y分
割
以
止
へ
の
協
刀
ー
ピ
要
請
し

叫
で
の
始
λ

、
ん
芯
滋
は
公
明
党
と
に
市

が
参
加
し
、

肘
花
月
一
…
凶
可
寸
J

J

J

ど
行
い
、
矢
一
力
安
一
H
U
L
が

1
N
T
T
分
割
問
題
に
つ
い
て
公
明
党
と
〈
14町
通
（
り
考

λ
h
は
全
く
一
致
し
て
い
る

L
Y

込
べ
る
な
ど
、
「
川
川
市
川

凶
〈
了
凶
大
会
」
で
の
〈
工
↓
丸
一
曲
と
り
協
力
方
針
ん
乙
川
門
伴
山
中
恥
し
に
つ
「
J

き
い
収
き
、
八
八
Lγ

け
一
日
に
は
、

bf

長
述
、
乙
の

凶
ぷ
苅
協
議

L
E行
い
、
山
山
川
妥
一
貝
誌
の
「
分
割
い
は
断
悶
反
対
し
、
分
割
を
前
提
L
（
げ
た
見
出
し
け
行
、
わ
な
い
」

む
し
全
巴
！
日
閣
と
、
J

て
の
考
え
f
J
を
淫
べ
た
こ
と
に
ほ
、
J

、
江
司
代
詩
（
は
、
「
μ
l民
連
J
h
J
て
も
同
t
E
H
凡
で
あ
る
（

と
り
わ
け
分
割
反
対
に

つ
い
て
、
お

li
い
ピ
連
携
し
的
々
に
取
り
組
七
で
い
き
た
い
ヒ
述
べ

L

L

一
f
i
l
e

j
J
2
1
一
j

r

、〆
f

ー、、

4

1

l

v

 

一
に
は
、

民
吋
党
執
仁
部
ζ
｛
此

初
協
議
予
行
わ
れ
、

N
1
1
分
割
反
対
で
引
ぎ
続
き
毒
々
し
し
い
く
こ
と
を
曜
日
刊
？
ζ
～
ほ
か
、
共
克
MLjhr
－
除
く
野
J
U
Y

述
〈
」
政
怪
の
支
現

に
川
け
て
協
力
一
q
J
る

八
九
平
山
口
付
日
に
は
、
公
明
党
乙
の
第
四
定
族
同
抗
議
が
行
や
れ
ん
J
n

会
誌
で
山
山
吾
川
口

長
は
、
仙
川
ム
mM
巡
政
干
潟
力
の
推
進
、

N
r
T
分
割
湿
止
の
に
め
り
協
力
な
ζ

を
受
話
ー
た
。
ご
れ
に
汁
し
、
天
野
公
明
光
委
員
長
は

自
民
%
に
と
J
J

の
脳
同
リ
に
州
、

rて
努
力
し
た
レ
。
屯
電
法
主
寸
の
け
山
出
し
で
は
庶
民
労
働
者

loO 1.2Ul11 1 ; 
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い
立
ち
一
、
全
屯
吋
胞
の
告
は
を
聞
き
な
方
、
口
対
比
し
た
い
L

こ
の
段
、
懇
説
会
ご
も
、
選
お
J

協
力
、
述
人
u
政
権
構
相
川
、

T
法
見
自
L
z
J
J〈
仁
閃
1

）
て
活
発
な
土
石
口
パ
ザ
〈
校
が
行
な
hu
れ九／一。

ル」、！）ナ一、

八
九
平
阿
月
八

E
に
は
、

人
八
汀
十
か
ら
の
九
日
唱
し
d
の
各
駅
剖
光
y
」
川
J

鳴
力
抗
擦
を
進
的
て
さ
L

行

r山
此
を
約
め
く
く
る
形
て
、

組
会
死
可
欠
過
信
対
策
判
別
委
員
総
会
が
活
催
さ
れ
た

、
山
序
委
員
長
は
、
会
制
法
心
見
出

L
に
つ
二
f
＼

電
気
3r一川小官

の
祁
告
が
ま
と
め
ら
れ
る
時
紋
↑
ど
、
ほ
告
は
分
布
の
ん
山
に
仕
る
筏
ゆ
た
。

リ
ヶ
凡

f
疑
芯
ζ

分
布
は
け
パ
次
冗
の
問
題
で
z
める

によい
J

湾
わ
ら
ず
、
子
れ
を
町
山
に
分
割
古
村
し
込
も
う
と
し
と
い
る
u

札

へ

f
7
R
’
A
一
九
「
て
反
対
l
亡
レ
く
こ
と
！
を
表
明
I
C
ノふれ

てしい
q

る
c

九
十
心
で
ほ
り
納
品
古
強
化
し
て
い
き
f
ハ

L

と
～
電
遥
の
考
え
方
zy
小
し
た
一

勾いし円ノ一一ぉ戸

F

／
ν
I
V
9
U

？九

八
九
年
参
議
夜
逃
挙
に
向
け
て

f

ゼ
ム
門
紋
補
を
I
J
L

づ
て
、
積
抑
的
に
山
氏
ふ
段
権
構
怨
宝
九
日
怖
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
ア
ピ
1
hげ
し
た
d

総
会
で
は
、
小
山
屯
涛
安
と
し

て
一
／
口
、
ン
ヱ
ケ
？
チ
ー
ム

を
設
置
L
、
日
ハ
体
的
作
業
ど
す
す
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
庇
催
す
る
こ
と
、
必
一
分
割
後
日

A
T

Jむ

一
イ
ふ
寸
い
り
ス
－

の
い
工
態
剖
去
の
た
め
州
長
田
ど
派
出
一
ず
る
こ
と
、
③
引
い
・
公
・
「
k
a
－
尚
一
ー
凶
党
五
此
初
年
十
七

ノ
メ
ド
ノ
カ

と

H
r

会
議
」
ピ
2
心
r
N
刻
一
仲
間
と
凶
究
開
心
協
均
体
制
を
凶
る
こ
と
、
必
ど
ー
ピ
排
除
訟
し
ふ

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

こ
の
よ
う
な
、
改
対
中
山
1

弔
ー
ー
で
あ
る
1
T
I
と
八
十
屯
過
の
分
割
阻
止
へ
の
い
以
り
祁
み
は
、
八
九
パ
ん
汁
i

七
月
坑
γ

議
院
巡
挙
の
払
明
記
、
参
議

院
野
党
十
一
国
ー
と
い
っ
政
、
古
構
造
の
鋭
化
い
よ
っ
て
、
郵
政
省
の
分
割
ザ
准
一
乞
阻
什
い
す
る
一
、

t
が
で
き
る
て
つ
に
な
っ
た
と
い
え
る
c

つ
】

F

刀
鮮
・
分
割
Ui土
の
政
り
組
内
ν〆

第
九
川
町
参
議
院
選
ー
さ
ん
伎
の
八
九
年
八
月

二

U
｝
ふ
凶
戸
れ
に
開
催
さ
れ
た
全
一
目
通
刀
「
比
一
月
凶
一
日
ー
定
期
九
九
同
大
会
で
、

川斗山守一八士

N
T
i
T
事
業
の
分
離
・
分
会
問
題
に
は
｝
戸
、
は

分
配
論
は
品
川
シ
一
一
同
院
選
挙
で
リ
野
党
直
前
が
石
川
叫
し
た
こ
ζ

で

政
治
的

山
ヲ
ベ
ド
は

に
は
概
ね
九
ハ
ノ
弘
勝
負
が
つ
き
ト
国
H
吟
が
か
色
、
ノ
た
と
判
J
M川
「
｝
白
U

h

刀
維
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
N
r
i労
使
河
C
決
断

γ

べ
き
説
箆
だ
乙

坑
主
的
に
は
政
治
的
ん
に
よ
り
結
論
が
道
一
J

き
出
さ
れ
る
公
算
が
よ
さ
い
司
の
で

野
巾
丸
刈
犯
に
N
T
T八
刀
雌
州
市

J

J

 

L
P
υ
L
 

'1 
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三時

思
い
反
対
す
る
全
電
通
の
方
引
引
を
積
極
的
に
え
桂
川
、
以
て
い
た
だ
き
丈
い

と
述
、
九
、

分
離
分
初
の
阻
止
の
た
め
に
政
治
的
去
や
吹
ば

大
・
山
出
化
ず
る
こ
と
を
八
九
年
の
注
効
力
討
し
「

ーム

日州

川］山品川’く

こ
の
大
ム
ー
で
は
、
付
a

民
a

速
の
一
野
充
代
表
と
公
明
h
ん
の
書
記
長
が

小出、

N
T
i
介
前
向
廷
で
は
、
名
目
先
乙
ー
も
分
説
叫
心
強
守
止
を
再
確
認
1

）た。

一
ん
八
九
庁

／U
j打
司
二
け
の

N
I
T
八刀…世間を
R
1
9
1
に
「
る

電
気
、
吐
い
審
認
会
l

の
中
問
答
申
が
交
友
ゴ
ハ
れ
ゆ
人
こ
と
に
つ

J
ζ
、
山

口
社
長
は
一
一
万

円
の
一
日
以
杓
八
一
台
F
L
司、

分
配
に
つ
い
て
は
、
川
V

ネ
ヅ
｝
ワ

i
ケ
の
分
！
七
九
ロ
A

川

地
域
内
削
円
余
裕
去
、
山
中
川
利
金
値
上

研
究
開
党
ん
の
低
ト

y
A

ン
フ
ラ
む
統
一
的
建
次
に
付
す
7

匂
文
珍
な
ど
の
間
洩
点
が
丸
山
り
一
選
択
さ
れ
】
I
G

べ
、
さ
で
は
な

L、

と
況
対
し
た
c

持
に
、

山
川
札
長
が
夜
間
と
し
て
忠
げ
た
の
は
、

十
弘
通
事
一

の
ム
円
逝
化
、
了
ん
河
川
引
出
資
に
践
す
る

y
r
ト
フ
J

、」、
〆「ぜ

じ
ム
了
的
経
営
責
仔
に
仔
さ
れ
る
べ
き
も
心
で
凶
の
い
札
制
松
牝
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
Y
4
0

心
て
は
な
い
と
h
入品川ピ円ゃい一、

一2い］し市川山

化
、
競
争
仏
制
の
進
出
心
川
、
れ
に

っ
て
通
じ
れ
／
れ
政
争
よ
か
じ
取
れ
し
て
い
た
だ
k
z
t
h
J

い

t
注
文
し
た
ν

特
に

り
H
4
V

形
強
見
直
仁
川
町

古川｝ヲ一ペノ、一、川川、

2

1

1

ー：

i

品川f
中
に
は
ネ
y

トサノ

i
ク
心
一
花
的
法
判
、
利
用
者
、
株
王
の
ど
え
が
ん
ー
の
議
論
に
あ
ま
れ
人
二
工
い
な
い
の
－
で
、

そ
う
い
ム
J

占
を
入
れ
て
総
台
的

べ
犬
、
ど
と
ム
下
張
｛
二
、
い
く
」
と
、
人
j

切
伎
の
決
示
～
己
一
小
仁

ら
電
通
3
0
い
な
気
通

h
f官
談
会
の
市
闘
終
日

L

つ
い
て
、
山
岸

T
合
会
口
え
は
郵
政
相
の
花
問
機
関
に
す
ぎ
な
い
審
議
会
が
、
労
品
川

関
係
に
ヂ
－
に
介
人
、
1

Y
J
T
T
の
山
、
一
性
J

乞
否

ι、
〆
、
片
山
戸
弓
白
、
ニ
叶
の
押
昔
一
な
と
を
A

に
っ
と
囚
会
決
議
を
l
凶
る
振
る
芥
い
を
す

匂
こ
こ
は
許
止
な
い

ζ

、
厳
し
く
批
判
1

〆た

J
N
T
i
の
分
割
楽
ピ
つ
い
て
止
、
「
変
円
以
の
続
減
勢
ハ
ペ
キ
認
め
な
い
な
乙
、
前
提
が

目
立
〉

C
、3
7

－
J

V

才
：

と
述
べ
、
今
後
の
対
wu
に
コ
い
に
は
「
社
会
、
公
明
、
民
社
、
社
民
連
の
判
’
兄
な
ど
と
述
携
し
、
分
離
・

分
配
反
刈
の
淫
一
訟
を
強
力
に
推
取
一
～
…
G
J
γ

句
」
と
出
3

日付｛～、八十
quヨ
が
中
内
科
巾
に
反
対
す
る
こ
ζ

に
な
っ
ん
ー
の
は
、

ん
台
中
の
中
で

N
i
T
の
問
芯
」
n
E
L
f
L
一
①
従
業
員
の
款
が
多
：

北～司
J

て
人
件
費
r
r
l
h
i
昇
傾
川

J

内
定
守
労
働
時

人
作
費
は
可
川
川

院
は
午
杭
千
七
百
ヘ
ム
時
間
れ
と
快
産
業
よ
り

い
と
一
指
摘
［
て
し
る
こ
と
が
ん
「
電
通
の
組
人
片
貝
の
利
低
に
↓
止
す
る
こ
と
で

lo2 1.2Ul11 1 ; 品ぇY、：d:'i106 :.:1 311' 



あ
う
ん
か
、
「
ノ
で
あ
る
に
午
、
以
て
、
礼
会
誌
は
、
－

m政
省
乙
同
審
設
会
が
れ
小
川
ド
し
の
長
然
、
ι弘
前
宇
一
分
州
市
に
ふ
一
め
よ
う
と

－V
〆

↓メー、

N
1
T
は
〈
ヱ
凶
ハ
永
7

ト
ワ
ヲ
ク
を
二
元
一
向
に
維
持
し
、
ん
け
山
公
巾
な
首
話
サ
ー
ピ
ス
の
提
供
に
努
め
る
べ
、

－

t
j
J
P
E
 

L
－
－

f
i
：
 

j
i
t
J
J

寸

一

J

ん
電
通
は
、
町
f
C
O月
一

E
に
「
に
お
代
表
者
会
議
」
を
問
主
＼
郊
政
省
の
分
虻
‘
分
割
人
畑
中
、
孤
立
戸
村
る
た
め
に
、
池
山
崎
に
お

げ
る
市
i

論
対
策
、
？
叫
ん
民
対
策
や
一
泊
肱
川
氏
る
こ
と
を
決
誌
し
り
に
。
乙

F

ふ
り
、
九
託
44は

同
紀
を
め
ざ
1
た
沼
気
通
仁
川

の
確
tv
に
わ
け
て
l

之町出
rJ
司
令
小
川
を
作
成

L
、
N
I
T
－U
分
百
は
百
採
に
反

L
、
閉
山
手
の
利
F

八
日
に
も
反
す
る
〉
「
ぶ
ヘ
ム
マ
刊
仰
の
活
気

通
信
の
必
の
り
方
に
担
ず
る
A

電
通
の
考
え
方
と
な
州
敢
に
は
す
る
坪
併
を
求
め
て
し
く
取
り
組
み
を
行
つ
亡
レ
つ
に
。

ま
た
、

R
h対
策
で
は
、

野
ん
に
各
完
と
の
協
力
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
I
V引
が
一
医
院
さ
れ
と
－
社
会
完
弔
気
述
」
円
市
対
ゑ
引
別
委
円
以

会
総
会
が
一
つ
月

日
に
胤
怪
人
ご
れ
、

不
一
基
設
h
F
U
じ
ひ
ら
川
M
L

奈
加
し
て
、

N
T
T
分
割
問
題
な
と
に
だ
い
ヲ
る
わ
れ
わ
れ
心
以
降
一

む
七
時
間
一
詑

L

衆
議
院

K
H戚
妥
い
い
会
一
人
口
ひ
い
て
、

出
哨
ハ
巨
娩

（
比
れ
て
安
U
M
H
H
借
雄
三
九
）
議
H
U
M「1
2気
通
信
審
議
会

月

日
に
は
、

を
同
心
構
成
、
分
割
に
悶
す
る
国
会
審
議
り
い
市
過
な
l
L
b
追
及
、
「
分
割
問
題
は
政
府
を
台
め
た
株
、
！
の
一
列
的
。
も

l
分
勘
来
、
し
川
伊
重
山

判
断
す
へ
き
で
あ
る
と
の
情
不
蔵
相
の
符
弁
を

5
き
日
｛
三
三
そ
し
て
、
衆
議
院
決
与
委
員
会
二

刀

八
日

ヲ｝一沿、ー…
f

、b
A
O

1
t

ペ

L
ν
j
k

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

ポ
）
、

大
欠
－
一
山
正
（
氏
）
議
い
わ
ハ
が
電
気
通
一
計
審
一
議
会
の
語
科
、
効
京
化
努
力
の
認
識
、

μ

産
性
い
ん
町
、
ン

十
川
町

法
な
と
の
問
題
去
に
つ
い
て
郵
政
省
を
追
及
、
〕

そ、
ν
て
、
山
市
議
院
初
姉
問
町
出
特
別
委
員
公

A

n

H

リ
ム
ハ
J
J

コ
に
ιお
い
て
も
、

申J .＼±；.、
の｛日
ノ｛

メ ヌ士
j 、〆
い議
ト；1
U） カ：
'" ' 告＂＇h ~ 

j；ヌ
を通
引 j百
台 Iii'
凶ぷ
三ミ、
J、
7こ止の
構

参成司円 、
同

院
五l
｛己
ず
マヌ三

以
4乙λ

ーィ

、－,, 

N
1
1
C
要
員
削
減
、
・
労
働
時
刊
な
ど
の
五
廷
を
指
私
、

公
リ
取
引
委
員
会
か
ら
分

？
に
準
々
寸

J
4
E
 （
社
）
設
川
U
ハv
v
d
i
均
穴
門
出
に
つ
い
て
追
及
L
、

活
の
高
官
F
L
な
反
映
す
ヘ
き
で
あ
γ
Q

翌
九
C
年
月
の
山
氷
点
一
同
氏
選
手
は
、

村
会
党
が

迎
。
戎
A
J
T

健
民
乙
大
院
主

L
に
も
の
の
、
公
明
、
民
社
は
議
席
z
ぜ
減

一
、
，
泊
、

v／
」

w
、
ツ
ノ
一
戸
J

ら
「
敗
北
で
z
の
一
：
ー

々
、
白
民
h
h
は
八
子
、
認
候
祈
一
人
日
で
安
定
多
殺
を
伴
保
L
h
I

加
の
結
来
、
衆
院
は
一
日
民
犯
の
多
数
I
F
A
K
んら に

反
日

長
f1月

11弘太1};/)5G (3 85) 1133ヌQO'i.1 
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三時

安
院
は
ιブ
好
冗
沼
町
と
い
う
、
而
仇
参
ね

t
れ
い
？
桂
川
刊
さ
い
れ
ゐ
こ
と
に
な
J

た
d
w
弘
治
十
の
結
キ
人
が
河
l
I八
γ
割
問
砲
の
推
移
い
ど
の

か
が
、
引
は
さ
れ
る
乙
ご
ろ
で
あ
う
た
が

う
た
法
案
の
け
門

仮
に
政
柑
・
口
民
J

兄即日
v

電
気
通
信
審
議
会
川
九
円
出

ーム

日州

九
百
抗
凸
を
余
判

L
た
と
し
I

、
も
、
凶
釘
花
が
治
京
を
強
め
て
い
く
刷
出
り
、
そ
れ
を
似
し
う
る
乙
い
う
足
直
し
を
N
I
T労
使
は
什
つ

」
と
が
で
さ
に
ら
く
い
、
J
4
4
0

こ
の
よ
う
に
、
分
布
組
刊
を
ヨ
品
川
す
八
十
氾
法
乙
野
兄
の
協
力
は
、
限
り
J

川駅
LU
べ
き
課
題
に
刻
し
て
、
守
中
山
だ
け
で
は
併
、
L
仏
三
寺
白
い

江
川
比
約
J
J
u
h
p
h
r
y
U
F
ι
r
f
じ
た
場
合
、
日
｛
七
正
f
A
九
九
一
村
会
党
）
ケ
↓
代
弁
占
ー
と
し
と
倍
保
し
て

（
叩
一

の
チ
ザ
ン
ネ
ル
を
形
成
1J
司
令
「
成
ん
京
市
川
口
〕
杭
の
政
治
化
一
、
つ
ま
り
、
旧
来
む
革
新
附
リ
討
に
よ
る
ー
ブ
ロ
2

ク
化
一
九
市
対
等
へ
の
ハ
川
、
終
案
l
k

J
F
E
l
J
3
4
J
j
E
 

J

仕
竹
花
キ
リ
円
ロ
F（一

τ／
／
イ
l
引ド

し

こ

協

汀

協

AzV一
吊
視
「
る
一
利
品
一
誘
立
の
一
以
内

＼
ハ
」
交
設
の
結
果
で
め
る
と
い

）
幻
に
、
選
挙
以
前
か
ら
の
へ
l

屯
一
地
と
什

会
足
社
・
公
明
社
「
止
法
む
野
党
と
の
欧
策
協
調
心
円
却
さ
は
、
参
院
選
C
結
果
、
野
党
1
ぐ
と
も
に
分
割
以
止
や
谷
川
乱
に
す
る
渋
川
川
で

とのつーに？と

要
す
る

へ
＋
屯
肢
と
野
党
の
協
々
が
正
月
さ
れ
る
の
は

政
府
一
と
る

N
i
T分
割
口
一
勧
さ
な
「
峰
進
J
抵
流
」
と
い
三
対
決
一
惜

法
で
は
な
く
、

政
策
決
以
過
か
の
制
度
的
枠
の
門
で
法
案
の
拒
rh
門
権
な
H
h
つ
ア
ヶ
タ
ー
に
よ
っ
て
、

政
府
案
が
ギ
成
げ
に
さ
れ
る
叶
九
段

川
聞
が
高
く
た
コ
た
こ
〉
で
あ
る

野
党
の
同
ぜ
が
な
く
、
J

て
は
政
策
の
↓
芳
寸
史
が
で
き
な
い
制
反
的
コ
ン
ア
ク
ス
ト
は
、

乙ー、

Jylh
、

：
市
一

省
に
y
」
勺
て
は

経
営
形
態
の
体
悦
維
持
を
げ
ハ
拾
す
る

N
T
T
、
令
電
通
、
野
党
の
分
割
論
終
結
の
変
求
人
乞
受
け
政
る
、
」
ζ

、

①

分

割

m
J一
派
で
あ
る

N
C
C
と
の
渇
力
強
化
ト
ル
ド
お
っ
し
分
割
士
山
町
進
す
る
こ
1

一

の

者

対

の
岐
路
に
J

つ
よ
え
に
な
っ

f
f

ぃ、え司令。
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第
一
泊

大
政
省
の
分
割
保
留
推
注

一
九
人
九
年

ftdの
「
一
月
市
審
L

の
J
I
問
答
咋
が
発
衣
き
れ
て
か
ら
は
、

N
i
丁
、
入
電
通
、
野
党
心
分
割
反
対
に
人
蔵
省
、
公

d
u以
引
委
員
会
、
経
済
界
な
ど
が
ぶ
わ
っ
て
、
郵
政
省
を
キ
判
別
す
る
よ
う
に
な
コ
介
。
ま
ず
、
九
ん
月

ド
い
の
電
通
事
小
入
久
円
以
人
以

長
・
止
ヰ
伺
！
央
ト
ヨ
タ
一
け
－
崎
市
＋
会
長
〕
が
一

C
対
の
最
終
答
山
中
に
J

川
け
て
、
こ
れ
主
で
検
討
L
て
き
た
一
つ
の
一
分
割
タ
イ
ノ
〆
て

fム。
さ

ま
さ
ま
な
問
主主
1守

乙

タ：L
)J 
議
や

チ
。
中
出1
う立

楽
Uコ
相1
市
良一

死
去

ー
地
法
審
の
中
山
問
答
申
案
に
対
）
て
、
政
叫
州
側

で
分
割
反
対
の
声
が
八
ム
庁
取
引
委
員
会
m
f
b
出
て
台
？
に
ρ

公
正
取
引
委
只
去
の
清
報
事
情
分
野
蕊
争
政
策
研
血
九
会
、
座
長
・
実
ト
刀
詩

比
大
攻
防
白
）
が
分
割
に
へ
J

L

いq
て
メ
リ
y
p
u
r－
一
デ
バ
リ
，

r
b
l
一
久
羊
し

現
時
点
て
分
割
が
ト
4
4

当
で
な
レ
こ
と
を
提

μ
L
’に一

M
H
委口ベム一

が
ま
と
め
た
メ
け
ツ
ヘ
と
デ
4

リ
叶
下
、
は
、
3

、F
H

ソ川／、、
1〈
1
レ戸、、

一円
T
I
と
に
川
見
事
業
者
間
心
接
続
条
刊
が
片
手
y
に
な
る
、

ー
γ
竹
一
む
快
い
部
相
↓
什
補
助
が
不
川
能
に
な
る
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
1AJ

利
川
省
の
利
市
条
河
川
ザ
新
規
事j
p

へ
卒
業
者
「
い
戸
川
市
ー
と
は
る
、
③

f
判
坦
刷
、
余
人
事
業
主
で
の
紙
谷
・
す
i
ピ
フ
ハ
計
一
附
情
F
J
M

ど

N
i
r
山
外
会
む
が
刊
刊
川
て
き
な
く
は
る

と
分
割
の
必
山
女
ド
た
認
め
と
い
た
が

マ
メ
｝
ノ
ッ
ー
と
し
亡
、
山
W
M斡
凶
の
経
済
科
が
生
八
わ
れ
い
れ
率
的
一
以
ス
が
宇
じ
る
、
②
サ
ー
ビ
ス
法
ド
や
bRι
ぃ
説
阿
が
不
明
誌
に
な
る
＝

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

と
を
挙
げ
て
い
た
辺
在
の
地
信
山
場
は
新
説
事
業
者
の
ポ
菜
民
聞
の
三
h
J
5
あ
L

り
、
投
？
状
況
は
流
動
的
で
あ
る
の
で
、
｝
円
以
勾
競
苧

わ
三
促
迭
さ
持
る
伊
豆
、
引
必
ιhuk

で
あ
れ
、
公
正
な
託
苧
が
行
わ
れ
な
レ
ぬ
合
は
、

一
年
子
炉
V
一
午
と
か
一
定
苅
向
後
九
1
た
険
討
す
る
の

同
妥
門
同
公
の
誠
弁
き
は
、
「
回
目
立
国
審
」

の
中
旬
答
南
京
が
分
離
E

分
款
の
は
止
非
を
、
」
れ
か
っ
検
討

引いぜら山山山一一、
J

めクハプ｝／一

す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
の
に
什
ツ
穴

分
割
掃
の
見
送
り
台
町
議
に
川
口
ち
凸
し
て
い
ん
／
一
戸
、
と
で
、

政
出
附
で
分
割
を
め
〈
＼
る
対
り
が
ぶ

十
川
化
さ
れ
る
よ
う
ピ
な
コ
に
y

」
い
ス
る
n

こ
心
ょ
う
人
位
、
政
府
対
の
八
刀
訟
に
対
す
る
宍
見
2
と
も
に
、

ー
パ
へ
九
刊

d

日明日足市川町」

り

N
i
yへ
万
川
山
ー
や
再
j
p
j
に
す

。
「
什
は
に

郎
以
省
の
ハ
刀
割
抱
主
に
広
一
対
「
る
h

戸刊
J

多
く
一
ば
っ

rc
以
恒
川
速
は
、

N
T
i
の
市
内
市
外
分
割
は
公

る
中
山
れ
Jkn
中
が
山
山
て
か
ら
は
、

同

11弘太1};/)5G (5 8'1) 1155ヌoo・,・.i 



三時

正
絞
？
の
飢
p］
d

か
ら
は
石
効
で
あ
り
必
史
さ
あ
る
い
巾
＼
初
完
間
発
や
除
ニ
の
惇
刊
な
と
に
つ
い
亡
、
さ
ら
に
牧
村
」
γ
る
り
ん
め
、
一
一
ι十時

乏
の
裕
子
期
司
を
お
く
必
法
性
や
、
分
割
よ
h
ー
も
規
制
綾
利
が
元
」
と
い
う
一
引
か
γ
白
調
ー
た
J

そ
し
て
、
活
性
中
市
打
の
諮
問
機
関
で
あ

ーム

日州

Q

日
賄
業
構
泣
審
議
会
の
情
報
止
工
市
部
会
生
、
川
況
判
別
紙
和
を
一
コ
ノ
れ
ば
料
品
り
の
引
き
h
i

げ
な
ど
利
用
語
の
利
便
ば
向
！
？
？
止
、

N 
T 
T 
心「7

あ
り
万
ん
J

一
け
変
え
て
も
効
果
は
上
か
ら
な
い
と

L
て
、
規
制
緩
和
を
優
先
す
る
こ
こ
を
サ

f
と
す
る
N
I
T
η
一
分
割
丸
送
り
を
、
irmγ

,,cz 0 
1当報
印を
し守：
人 7<

こま
才l Jこ

材
L 

i郎
アゐz 
’b、
ti 

l立

日
本
高
上
会
議
バ
も
、

地
域
洛
差
が
で
る
恐
れ
か
あ
る
w
J
U
ど
を
逃
山
に
、

N
I
I八
d
t反
対
を
部

分
割
は
体
質
強
化
に
ぺ
な
が
り
、

マ
ィ

7
ス
安
凶
に
し
は
な
ら
な
い
し
、
米
一
川
屯
請

電
信
株
は
分
割
佼
仁
一
詳
し
た
と
友
人
附
し
た
c

そ
し
て
、
可
児
院
発
ん
の
低
下
の
懸
念
に
は
、
併
究
所
士

一切一

応
究
所
士
げ
つ
方
式
な
ど
で
む
し
ろ
技
術
革
新
が
れ
同
数
手
れ
る
と
反
J

J

吊
し
た
一
J

社
門
別
引
一
さ
つ
き
、
各
社
も

一
方
、
郎
一
以
名
の
公
判
明
推
近
C
劫
き
は
、

N
T
γ
株
缶
む
下
必
に
懸
念
す
る
大
μ
嵐
官
の
分
割
先
送
り
の
ム
下
張
に
よ
っ
て
分
割
判
進
が

長
し
い
叫
ヘ
↓
刊
に
長
か
れ
る
よ
う
に
は
っ
た
J

大
蔵
省
山
ミ
つ
て
は

八ャパム子『
h

人
っ
て
か
り
低
迷
を
絞
げ
る
株
愉
安
定
の
も
ョ
策
が
政
論

4
M
閉
店
で
丸
三

つ
ま
け
、
八
八
代
一
つ
け
の
約
一
次
枚
出
以
来
日
一
以
安
値
を
児
新
「
る
状
L
J
亡、

一
段
投
資
家
や
一

42サ
業
界
の
政
府

保
有
可
一
T
I
株
の
故
山
川
当
に
一
刈
λ
Z
G
H凡
百
れ
し
妥
l
れ
に
泌
ど
き
と
で
、
九
月
一
一
庁
、

一
九
八
九
咋
以
分
株
式
売
L

斗
の
H
L
，J子
り
を
決

（
疋
「
る
こ
と
と
念
り
、
株
式
川
坊
の
玩
｛
止
と
、
株
式
の
財
洋
的
株
品
川
の
保
誌
な
と
J
b
v
h

門
投
入
の
政
資
ぷ
題
、
と
し
た
、
そ
ぷ
し
、

八
九
年
広

般
会
計
、
特
別
公
計
予
ゑ
案
内
、
は
、

N
I
T
株
の
第
川
次
放
出
刊
二
九
五
刀
J

札
止
売
却
し
、

J

、叫可、ふ一、んア苦汁
1
f
一Ab
小川、斗リ古川一

j

j

一

J
f
l
ヂ

p
i
f－
－
f

な
う
て
L
だ

υ
C」
ろ
が
、
凶
月
ア
れ
じ
以
後
、
大
峠
宵
が
八
九
年
え
子
芦
主
主
l
川
到
し
て
い
る
第
凶
次
放
出
川
下
限
価
格
の
一
凶
川
刊
訂

人
T
円
l
v
t
Hる
状
、
引
が
統
合
、
よ
旦
一
放
山
川
は
株
式
市
場
心
混
4
4

山
を
必
く
こ
一
川
町
し
、
九
月

送
り
や
川
沿
っ
引
に

一
日
に
八
九

1
肢
の
N
T
T
叫
ん
川
却
R

電
通
帯

N
I
i
抹
的
M
f

叫
ヘ

L
h円
ま
い
に
ト
け
た
こ
と
に
、
大
蔵
省
は
、
郵
政
省
心
分
割
ザ
進

の
中
山
町
答
山
下
ω
山
手
主
一
役
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一、山山く将山人
J
山
い
た
ず
大
い
い
同
省
が
分
割
に
反
対
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
は
、

月

一
ハ
ヨ
の
一
向
抗
議
防
J
4
J

竺
妥
員
会
に
お
け
る
橋
本

ム
誠
一
仰
の
ゲ
n
弁
か
、
J

で
あ
る
勺
締
本
蔵
相
刑
は
「
分
割
問
題
の
帰
趨
な
と

N
T
ー
を
め
く
る
諸
情
勢
が
市
川
明
示
一
の
止
民
団
と
1

v

て
、
い
こ
を

山
仙

台
め
て
投
資
家
の

υ
場
に
け
刊

L
て
も
慎
重
仕
川
山
阪
を
払
う
必
要
人
ど
め
る
こ
答
弁
す
る
w

乙
で
、
八
刀
試
掃
す
宇
判
別
し
た
J

そ
し
て
、
橋
衣
蔵
相
い
は

一
月
九
川
り
す
ノγ
設
計
出
決
枯
れ
川
委
員
会
で
、
一
可
欠
過
信
審
議
会
山
中
州
衿
中
が
M
J
汽
れ
ま

L
～後、

ー
の
味
怖
が
一
ヘ
法
を
い
f
八
し
て
お
る
と
い
う
、
）
／
）
は
手
中
京
ょ
の
り

ー
に
中
止
で
禄
倣
刻
策
／
）
し
て
分
離
ハ
心
配
先
送
れ
の
り
p
心
比
性
を

衣
引
し
九
一
c

こ
の
ぬ
で
、

有
利
止
志
～
郎
孜
缶
百
気
涯
p
h
u
川
町
電
気
通
信
事
業
部
事
業
設
泳
謀
長
」
が
、

v
J
i
l
－
九
編
成
は
分
割
し
た
谷

社
の
仏
質
改
J

凸
1
Y
L

、
外
向
の
通
信
楽
者
に
お
u

て
14編
成
張
I
J体
悩
か
げ
舟
し
小
人
事
例
hv」
為
け
は
か
ら
号
制
が
株
悩
に
必
「
し
も
マ
ノ
へ
す

ス
の
彩
響
が
あ
る
と
は
い
え
ん
引
い
と
分
維
分
割
む
必
安
竹
町
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
F

つ
が
、
右
付
正
意
〕
店
、

N
T
T
再
編
の
校
一
一
U
C
中

で
株
主

c
校
利
乞
配
転
す
る
h

と
を
明
、
b
r
hす
る
こ
と
で
、
M
h
N

際
分
割
れ
い
り
小
花
仁
志
り
の
り
能
性
を
は
じ
め
に
ぶ

Lrlz

こ
の
よ
う
之
、

N
T
T
株
価
下
落

ω対
策
じ
く
し
戸
に
分
割
に
市
極
的
て
と
め
つ
－

f
大
川
民
有
は
、

N
T
r
、
り
え
距
経
過
信
事
絞
を
し
な
い
尚
一

信
部
門
JY
分
岐
さ
せ
、
完
全
口
氏
ベ
ア
化
さ
止
る

し
ヒ
ー
活
気
通
日
存
引
で
六
の
最
終
究
川
中

二
北
九
ハ
一
一
年
一
月
A

川）

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

v
ソィ

J
L
、
X
T
I
分
割
に
必
ず

hγ
も
註
成
、
二
L
い
な
い

v
弘
h
d
L
J
、
「
訓
品
交
い
止
さ
た
ム
百
七
三
あ
る
V
一

I
T

株
ニ
や
伝
債
の
保
右
者
の
利
」
F
r
v
十
分
P
J
九
一
札

あ
れ
ば

同
意
げ
か
何
ら
れ
る
」
と
が
必
変
不
可
欠
だ
」
）レ

」／

お
一
政
省
に
け
川
市
〆

－

R
外
的
h
r
J
E
u

－tし
作
去
さ
は
、
大
蔵
省
を
八
百
の
た
政
刷
九
件
で
＝
一
品
官
、
J

山
菜
を
ま
と
め
る
J

き
だ
」

ζ

郊
政
省
＋
点
り
の

N
T
T
分
誌
を

卒
制
し
だ
。
つ
に
μ
、

N
T
I
杭
が
政
品
川
放
山

Mm終

丸
山
f
d
C
ハいいの一日）

丸九ハいい
r
可
て
円
け

九
じ

か
も
川
島
っ
た
ご
／
｝
よ
ゲ
二
党
日

、
郵
政
山
刊
に
利
し
て
ハ
刀
正
案
同
地
刊
を
強
：
民
求
）
従
げ
の
γ
u

当
時
、
品
川
孔
上
小
説
が
が
「
株
式
は
木
末
、
市
場
川
小
川
で
抗
く
九
き
で
、
行

政
判
寸
断
で
一
町
一
民
の
資
一
片
を
減
じ
る
寸
つ
な
い
」
と
が
丸
つ
亡
は
な
ら
日
い
t

？ご述

分
割
「
怖
い
重
な
川
久
勢
九
4
U
F
L
ケ
戸
、

x
i
T
汐
割
放
に
汁
し
て

一
月
と
日

大
威
信
首
脳
は

V
N
i
i
o一
体
悩
が
ジ
リ
安
松
能
川
4
2
続
行
亡
レ
る
山
市
墜
に
つ
レ
て ".' 71t 
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三時

ー
株
価
の
下
落
に
は
、
株
式
市
均
九
休
の
低
涼
州
M

M
門
に
司
、
え
て
、

分
割
問
川
田
も
影
響
、
J

て
い

に
電
気
油
供
審
議
会
が
士
1

）め

る
と
分
割
川
崎
が
株
交
の
原
辺
で
あ
る
と
の
見
h
J
f
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
同
が
民
営
化
Jr
渋
め
、

の
股
山
凶
三
沢
め
と
。
凶
の
わ

ーム

日州

ヲ
一
こ
で
同
民
の
防
援
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
、
」
）
が
あ
っ
て
は
ヨ
ら
な
い
ハ

Z
一
、
う
い
う
考
え
は
円
山
政
省
に
も
一
い
も
さ
に
あ
る
」

と
山
地
ヘ

ヘ
刀
訟
に
般
病
的
な
郵
政
省
z
ぜ
強
く
キ
剖

）
か
し
、
郵
政
省
の
ん
村
上
小
包
？
で
肉
」
川
、
1
h局
長
は
、
一
一
日
一
九
円
記
者
会
長
三
、

怯
口
中
で
は
味
の
権
利
一
り
体
保
全
盛
り
込
ん
で

あ
7
G
h

ば
府
決
定
で
は
、
ス
川
町
全
最
大
浪
に
守
主
し
て
い
く
と
、
分
割
刀
方
町
性
を
打
ち
出
B
d
J

こ
と

ι意
欲
を
は
止
る
な
ど
、
設
山
川

部
内
に

R
，
、
ザ
心
強
く
、
郵
政
む
と
河
内
係
省
庁
と
の
が
剛
警
は
難
航
し
給
め
に
。

一
月
二
つ
は
に
院
か
れ
に
院
議
で
は
、
株
価
低
迷
む
原
凶

の
一
っ
と

わ
れ
る
世
気
通
信
審
設
会
の
分
割
答
山
叩
に
政
府
し
し
し
て
ほ
重
な
ヤ
4

処
jhv
求
め
る
fm
が
為
ぺ
一
だ
わ

：
ぃ
占
、

寸
d
J
3

津
島
字
情
は
一
氏

廿
い
化
し
た
会
仕
に
吋
し
、
日
介
巾
を
め
ノ
＼
っ
て
十
法
が
去
し
い
こ
と
を
す
へ
き
て
は
な
い
一

t
必
一
〕
し
、
民
恨
み
小
川
威
川
引
も
一
分
割
へ
一
笠
阪
が
株

制
下
落
り
床
同
て
あ
る
こ

2
は
、
関
係
者
の
問
で
ヌ
し
て
い
る

J
N
T
「、
U

ゐ
け
ん
を
め
ぐ
る
不
透
明

PVを
払
拭
し
、
株
半
の
口
組

を
日
付
ら
れ
る
k
h
h
ノ
～
努
力
「
る
必
要
が
あ
る
」
と
分
割
論
わ
〈
零
制
レ
た
｝
T
／
一
予
つ
が
、
深
谷
郵
政
相
h

1

答
中
山
つ
い
て
は
、
関
係
科

カ
ム
刊
の
志
民
主
聞
い
て
的
事
に
一
刈
応
い
た
し
」
と
引
き
取
っ
た
が
、
終
日
を
J
U
Y

に河一

I
T
の
あ
わ
方
を
政
可
決
，
に
す
る
期
限
は
一
月

γ

だ
い
す
る
下
」
と
な
友
明

N
1
1
分
割
の
ト
刀
向
性
を
山
一
一
ち
出

ν
た
い
郵
政
省
の
意
向
と

こ
れ
は
、

政
府
内
に
も
貝
ヘ
嗣

い
こ
こ
を
改
め
て
［
心
せ
た
形
に
な
っ
た
一
二
月

A
F
h
h

の
閣
議
に
ヨ
司
令
と
橋
本
裁
怖
が
N
T
T
分
布
川
に
大
円
同
省
乙

L
て
反
対
て

あ
る
ご
〆
｝
合
十
戸
川
1
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
は
郵
政
省
乙
人
蔵
省
と

い
う
形
に
パ
訂
辰
L
た
ラ
ご
れ
に
、
海

部
品
作
は
岐
本
一
111
次
官
房
長
｛
h
に
ぷ
坐
を
指
不
し
止
が
、
こ
の
段
階
で

γ
と
に
、
分
置
を
打
点
中
パ
す
の
は
雑
し
1
1
ζ

パうじ戸
L
ん
が
山
川

巧一、
、
γp 

" 

そ
う
し
丈
は
か
で
白
人
蔵
省
は
引
致
容
に
刈
し
、

N
i
T
株
日
外
一
町
人
仏

N
T
I
分
割
の
凍
結
を
ヘ
ru
氏
た
ヰ
伐
ー
討
に
加
え
て
、

一
利
規
制
の
緩
布
な
ど
の
株
価
対
液
V
要
求
す
る
な
ど
、
よ
り
一
政
踏
み
込
む
だ
安
勢
！
ι

一一小
L
U
J
よ
う
に
J
7
J

108 1.2Ul11 1 ; 品ぇY、：dごJ(i 06 :.:1 9〔l' 



部
政
省
は
八
刀
剣
し
な
い
こ
と
を
政
？
情
渋
な
す
べ
き
で
あ
る
と
寸
主
主
張
ト
3
0大
点
討
の
お
極
的
安
勢
に
什
さ
れ
る
ぷ
で
、

「i
iL 

日
に
は
己
の
こ
分
割
を

L
送
り

L
て
、
分
割
の
M
4
4
i
性
を
桟
し
て
お
こ
う
ー
と
い

に
な
っ
と
」
こ
れ
に
対
1

）
て
自
民
党
政
品
一
女
只

九
百
カ
調
笠
に
一
川
九
h
品
、
九
一
一
心
じ
に
日
比
I
Y
込
用
、
こ
し
て
民
有
す
る
三
／
一
に
以
勺
ベ
～
こ
の
門
作
は
、

G
N
T
i
は
し
た
即
離
通
信
事

楽
部
、
抗
域
別
宇
業
部
司
令
一
等
入
L
、
R
Iぷ
状
川
会
品
川
不
ず
る
、

他
の
電
気
、
河
一
信
事
業
者
に
配
慮
7

N
I
T
の
市
札
一
通
信
網
ら

の
接
続
な
川
沿
に
進
応
、

古
つ
欠
止
一
日
効
競
j

ド
上
不
可
欠
な
は
川
和
の
積
極
的
調
不
を
相
違
す
る
、

移
上
町
体
、
也
記
川
は
市
午
布
一
に
分

統
計
J

る、一昨
d
N
I
T
ぼ
合
理
化
案
を
口
主
的
に
住
成
、
公
主
し
て
ι
十六
r什
「
る
、
注
以
一
心
州
置
の
結
川
ナ
ヂ
踏
王
、
ぇ
、

N
T
T
の、
h
h内

立
に
つ
い
亡
一
九
九
土
年
史
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
、

で
丸
つ

日

γ
一日」乞点
h
と
に
、

一
C
日
rL
玖
何
ん
弘
が
決
定
さ
れ
、
す
で
に

法
ま
つ
に
h
斗
川
一
を
確
認
し
七
う
え
で
、
公
L
有
効
競
争
の
促
進
の
た
め
の
♂
方
策
と
し
て
、
考
効
私
通
伝
部
門
心
分
維
な
ど
似
泊
目
白

諜
怠
が
刊
行
川
え
ら
れ
た
ー

こ
の
よ
う
に
、

下
許
す
る
N
T
T
M件
訓
の
対
第
と
し
こ
よ
蔵
省
が
七
張
、
ffJ分
割
の
光
送
り
夫
日
戸
政
府
索
1
／
し
て
決
め
ら
れ
、
分
割

が
光
、
店
り
に
た
っ
た
と
多
く
り
出
版
物
が
取
り
上
げ
て
い
る
「

大
時
肖
が
分
割
に
口
は
い
別
f

二
一
二

2
は、

加
藤
一
一
♂
、

ー＋人品川

3

、AJ

、

｛

4
h
J
L
 

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

省
ば
一
、
こ
で
も
、
通
恒
川
市
場
の
将
来
在
日
川
鋭
、
九
L
l
h

上
で
の
分
説
反
対
で
は
な
く
、

ー
必
ず
る
株
制
対
策
の
み
を
ゼ
わ
え
て
の
反
汁
で
あ
り
、

あ
く
ま
何
ぷ
刊
誌
混
ぷ
の
ー
で
の
行
励
に
「
ぎ
な
か
っ

と
お
い
殉
す
る
よ
う
に
、
人
民
省
は
、

日刊
I
T
、
1

万
組
、
叫
川
ベ
党
が
主
張
ず
る
よ

体
性
を
保
つ
た
め
に
分
説
阻
止
へ
の
夜
極
的
な
姿
勢
を
み
ぜ
た
こ
乙
で
は
な
U

こ
刊
仙
わ
れ
る
、
つ
ま
り
、

N
T
T
い

つ
な

N
T
T
の

仰
の
？
i
烹
mH
小
な
か
コ
た
場
合
、
大
蔵
省
は
、

八
九
可
に
F

、f
乏
さ
れ
て
い
三
大
蔵
告
所
有
心
N
T
T
Y杭
l

山
の
完
却
J
f
p
行
な
う
ご
と
に
な
っ

N
T
T
分
ん
ま
光
浩
り
が
渋
ま
っ
？
に
絞
の
九
心
庁
1
Y
以
J
守

じ
は
に
一
十
本
日
叫
却

h
C
仁
川
株
一
り
う
ち

た；｝い、
d
V
7
Q
u

ル一
7
レザー＼

り株」ド
J
平J
P

可
度
ム
立
心
万
株
程
度
計
間
売
羽
、
残
り

h
o
h祉
ゅ
の
売
却
は
当
分
謝
礼
ず
る
i

と
れ
党
去
し
た
こ
J
は
、
ぷ
蔵
省
の
杭
い
刀

N
T
T
分
割
阻
J
U
で
片
山
な
か
、
ノ
に
こ
と
ケ
一
明
ら
か
に
す
る
c

こ
れ
は
、
い

N
T
T
分
割
の
先
送
り
を
粁
済
り
町
民
間
凶
で
み
す
こ
と
は
、

有
心
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政策決定集団 政策反応集団 野党

逓信族 Ａ NTT，全電通
社会党，長野党，公明党
社民連，連合参議院

大蔵省 Ｂ 経団連

郵政省 Ｃ NCC

Ａ：経営形態一体制維持に共通する利益関係（政策連合調整型ネットワーク，
　　分割論終結：分割論終結政策連合）
Ｂ：経済効果に共通する利益関係（分割保留：分割延期政策連合）
Ｃ：分割に共通する利益関係
ＡとＢ：異なる補完的な利益関係，ＡとＣ：対立する利益関係，ＢとＣ：対立
する利益関係，Ａ，ＢとＣ：対立する利益関係



訴
に
反
一
刈
す
る
J

川
帽
を
堅
持
、
ぶ
し
い
た
の
で
、
政
箭
ク
ホ
r
J
ν

て
採
択
さ
れ
る
川
ew
帆
性
が
れ
れ
か
っ
L

ぺ
と
い
え
る
v

つ
ま
り
、

グ
ル

i

フ
A

の
野
党
の
存
在
は
、
参
議
院
協
UVA
丈
一
附
の
状
況
C
、
政
府
Y
V
N
T
T
分
割
の
州
司
作
案
、
石
川
叫
川
ヤ
／
て
も
、
参
議
院
で
ア
パ
決
さ
れ
、
渋
川
菜

は
ボ
ム
ー
す
十
一
江
る
叫
能
性
が
高
く
な
っ
た
か

b
zゐ
司
令
ハ
メ
し
て

グ

ル

ゾ

H
に
お
け
る
N
T
T
7科
仙
の
交
之
の
た
め
の
大
蔵
省
ト

士
会
分
割
光
山
ー
り
の
主
張
、
郵
政
省
午
分
割
推
准
一
、
ご
い

～
伐
を
見
ぜ
て
、
J

♂
主
計
符
界
が
分
割
先
ポ
リ
を
桜
前
L
亡
、
〆
｝
は
、

－
1
分
常
推
泣
の
り
判
明
日
竹
台
ぼ
〈
一
f
J

る
辺
国
C
あ
っ
た

グ
ル

i
。
ノ
九
こ
れ
の
『
叫
僚
は

格
完
的
判
ハ
半
ハ
叫
洲
町
仏
ml

と
日
ノ
ら
れ
】
ゐ
〈

ム1

B 

言者

係

端
3じ

な

'+・ 

鴻

係＇＂ ) 
円、J、
L u ,, ) 

必〉レ
Jコ

と

3コ

h
l
h

々
グ

ヤ
よ
め
っ
～

分
割
阻
止
へ
の

R
的
は
長
な
る
が

ル
l
y
の
杭
訴
を
句
へ
つ
に
ぬ
に
分
割
阻
J
U
の
必
妥
性
を
J

叫
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
ー

、Jj
ゴ、ー、

〆一一ロレ
J

N
T
T
と
九
十
屯
述
に
お
レ
て
は
、
①

ネ
ン
、
ヮ

l
ク
白
人
工
仲
丘
町
た
も
管
坤
や
通
う
が
で
き
な
く
な
わ
＼
ネ
ソ
寸

1
ク
と
分
析
き
計
る
と
、

ム
ン

n

’
ン

1
・
プ
ン
ペ
で
パ
V
J
M川

4
1
仙
川
な
ネ
ッ
ワ
！
ク
止
明
日
計
が
也
灘
に
た
る
こ
と
、

ザ

1
ピ
ス
ゃ
れ
料
金
の
会
社
間
柄
υいちか一
l

川
わ
れ
る
と
と
、

経
常
心
川
和
へ
」
門
川
乞

弱
め
、
世
界
的
政
下
三
れ
ェ
ト
勝
つ
た
め
に
も
、
強
力
な
わ
L
八
企
業
が
必
史
で
あ
る
こ
〉
、

訓
川
ノ
九
問
交
の
E

土
作
の
f

小
川
引
に
よ
る
研
究

開
発
力
一
り
川
河
下
な
ど
と
坦
昨
と
い
て
分
割
反
対
を
？
張
い
わ
J

L

方
、
大
茂
山
臼
は

一
品
八
北

ι
一
日
一
月
二

1
0－
従
気
通
信
審
議
会
の

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

N
T
T
分
割
を
何
千
と
す
る
市
問
答
山
が
ね
告
さ
れ
z人

ypr向
、
支
え
つ
い
川
村
仰
が
ト
終
十
る
こ
と
へ
の
照
人
ノ
て
か
っ
分
部
以
一
刊
の
よ
ぬ
を
ー

る
こ
と
に
た
J

た
の
で
あ
る
戸
そ
し
亡
、
が
問
速
な
と
の
は
咋
司
団
体
は
、

N
T
I
こ
X
C
C
の
公
正
伝
競
争
体
制
が
確
烹
言
、
れ
て
し
仕

い
状
況
で
、
分
割
ホ
h
vも
規
制
緩
和
祈
進
、
株
権
利
佐
保
な
ど
を
述
訂
に
、
分
布
川
バ
乏
を
一
年
か
ら
五
年
佼
ピ
検
許
ず
る
こ
こ
を
吹

ぷ
1

v

た
っ
こ
こ
ろ
が
、
門
川
部
反
対
へ
の
日
的
は
と
に
か
く
、
杭
い
制
対
策
と
し
て
の
戸
川
部
反
対
の
動
き
は
、
F
M
J
治
拡
進
派
が
劣
山
似
合
片
む

じ
な
が
ら
分
主
立
を
推
滋
ず
る
坪
山
が
日
ノ
＼
仕
っ
一
に
お
り
、
政
山
川

hyxの
政
策
決
定
の
段
陪
で
lr八
夜
寄
り
、
i
張
ず
る
ん
計
浴
的
制
九
九
日
が
正
当

性
を
ノ
打
亡
、
政
治
決
定
の
投
陪
六
、
支
配
的
地
付
い
を
占
め
る
寸
つ
に
日
っ
と
り

そ
し
て
、
政
策
課
犯
の
車
市
長
皮
の
矧
点
か
ら
見
て
も
、
郎
以
省
の
分
割
推
進
の
政
策
謀
強
が
政
策
次
と
し
ご
決
υん
さ
れ
る
一
工
」
が
以 N 
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三時

し
い
状
況
で
あ
っ
土
に
コ
士
り
、

可

T
l株
の
下
治
と
い
う
状
、
仏
で
は
、
政
比
一
決
定
呉
川
の
内
で
は
、
「
電
気
通
和
審
議
会
」

へ
ノ
↓
ト
J
d
訓”

6
Jノ
包
子

市
が
凸
さ
れ
た
後
、

低
迷
T
7
Q
N
1
T
紛
糾
の
対
策
、
こ
し
て
分
割
元
必
り
の
必
公
性
が
凸
て
く
る
D
h

つ
に
な
っ
た
、
株
価
対
策
の
た
め

ーム

日州

の
政
絞
り
w
r
f（
悦
三
そ
か
、
泊
村
山
？
川
川
崎
の
品
…
ノ
司
刑
法
の
佐
保
の
た
め
の
J
N
T
T
分
布
川
を
司
J

掃
す
郊
政
省
の
政
策
課
y
u
t
Z
4
押
し
の
け
て
、

ぷ
蔵
省
り
は
耐
火
定
の
政
策
謀
怠
か
押
川
政
告
の
劣
件
、
／
一
十
八
蔵
省
の
緩
や
と
い
う
対
日
除
に
よ
っ
て
経
済
状
況
に
安
定
刊
を
リ
与
え
る
指

E
r

し
て
分
4
叫
（
パ
ザ
先
込
り
引
役
z
疋
さ
れ
な
W
1日
〆
｝
い
え
る
U

こ
の
よ
う
に
、
郵
設
省
は
現
存
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
ケ
白
ら

ι
1
〆
〉

u
l
ル
を
遣
え
わ
一
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
と
捉
え
る
と
こ

守、J
u

－－コ

J
J
j
l
 

N
T
I
J
M
M
に
つ
レ
て
分
割
の
先
送
わ
を
そ
げ
入
れ
る
し
か
弓
h
N
J

だ
し
し
し
f
ろ
が

ーυ
J一い｛！とふ
4
1
f叶
刊
、
ノ

μυ
人
ア
ノ

F

人一

f
r
i
l
l
7
1
c
タ
ヌ
fvgJF

ーレ戸、、

い
松
川
肝
効
果
に
共
通
す
る
利
治
関
係
（
分
割
延
期
政
策
法
ム
コ
」
心
境
求
て
あ
匂
分
割
以
（
同
日
一
吉
反
換
す
る
こ
と
、

日
V; 

A 
Jプ、
νノ

日付
utぃ
形
ん
肉
体
制
約
持
に
斗
パ
♂
位
す
る
利
川
院
内
派

を

へ
分
割
論
終
結
政
恥
ー
ゼ
ム
門
）

心
安
求
で
の
る
一
分
割
識
の
終
結

る
こ
と
。

つ
の
選
択
肢
乞
戎
し
て
い
た
：
こ
の
↓
つ
の
ど
一
択
肢
の
咋
で
、
郵
政
省
は
、

B
心
中
北
ト
本
を
受
け
入
れ
る
院
で
、
粁
済
的
主
八

ら
ー
に
安
定
ふ
ー
ん
と
J

／
J
G
れ
円
と
し
て
分
割
口
一
生
、
店
h
ノ
を
決
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
、
ズ
る
つ
こ
れ
は
、
分
割
先
送
り
の
内
容
が
、

ル、

f
A
の
安
ふ
ず
と
あ
ご
λ
T
T

体
川
は
主
付
ur山
3
止
る
分
割
論
の
仲
叫
ん
｛
一
誌
が
な
郊
の
元
宮
り
pf
決
定
、
J

た
政
昨
決
，
に
ム
ネ
に
反
攻
さ
れ
て

い
な
か
っ
七
h
）

l
c
r
L
明
ら
か
で
あ
る

つ
ま
り
、
九
（
U
守
一
一
月

ハ
〉
日
に
ム
円
土
間
五
？
に
J

政
附
方
針
に
は

丸
一
ー
ー
の
あ
わ
方
吉
一
九
九
丘

T
同
止
に
改
め
て
枚
剥
」
三
也
、
一
こ
を
明
不
し
、
移
刊
日
体
通
七
は
一
午
山
口
に
分
献
ず
る
こ
乙
、

N
1
T
を
長
距
離
浅
信
事
業
部
こ
池
山
崎
別
事

楽
部
判
別
を
バ
L
J
人
す
る
」
と
な
ど
、
経
U
！形
V
L
に
対
し
て
は
、

一
九
丸

C
年
一
月

U
の
N
T
T
分
割
を
伺
子

rγ
る
鼠
気
、
時
ι
L
審
議

八
百
ー
の
最
終
柊
中
zど
は
ぽ
以
映
）
〆
て
い
た
u

こ
れ
は
、
郵
政
省
の
政
策
課
題
心
一
月
視
判
、
江
市
要
性
β
低
い
状
泌
で
、
劣
位
一
り
日
山
政
省
は
、

分
割
し
日
い
こ
ら
く
か
一
政
府
決
定
ト
J

へ
き
で
あ
る
と
ま
で
五
張
「
｝
白
ー
へ
蔵
省
刀
一
積
布
川
、
特
に
押
さ
れ
る
形
f

、
分
引
を
先
送
り
し
ζ
、
分

割
の
司
能
ー
を
残
し
て
お
、
一
う
と
い
う
殺
略
的
選
抗
心
結
恥
で
た
る
と
み
ら
れ
る
し

162 1.2Ul11 1 ; 品ぇY、：dごJ(i 06 :.:1 911' 

f 



以
ー
の
一
o

－つに、

X
I
l
分
割
の
先
辺
り
の
決
ど
は
、
分
割
反
対
派
ゃ
い
張
什
一
白
J

一
利
益
を
満
た
り
で
ス
L
Y

す
る
関
心
）
が
日
く
、

協
調
性
（
椙

T
利
討
を
満
た
そ
う
こ
す
る
関
心
）
が
低
い
状
況
で
、
郊
政
省
の
t

張
刊
と
大
蔵
省
に
対
す
る
凶
い
カ
品
調
性
に
よ
っ
こ
羽

わ
れ
た
乙
い
え
る
、
郵
政
省
が
大
戟
省
に
対
L
て
鴻
調
什
M
M
l
品
い
乙
い
え
る
の
は
、

一
九
九
円
〉
年
一

τ凡

の
1

屯
又
通
信
審
議
会
」

の
最
終
日
作
中
に
、
ー
妹
、
下
。
μ
民
権
清
一
け
に
佐
列
確
保
i

の
♂
札
口
か
ん
7

い
ま
れ
、
分
割
反
対
心
大
哉
符
の
五
張
を
反
映
す
る
形
と
な
っ
て
お
り
、

郵
政
需
に
い
ご
て
J
u
t

－U
ん
よ
り
先
送
り
に
刊
以
川
山
ず
る
rl
当
性
を
ほ
似
T
J
る
よ
う
に
な
っ
ゃ
か
ら
で
占
め
る
。
こ
れ
げ
い
よ
旬
、

ι／
ノ
刊
の
分

割
先
送
り
の
決
定
は
、
改
革
当
卓
上
布
で
あ
る
N
T
i
と
ゐ
電
通
ケ
↓
抗
体
也
し
た
大
械
省
し
し
邸
汝
ル
弘
前
の
訓
杉
心
結
果
と
し
て
法
者
十
一
同
士
会

ト
九
九
J

戸、、よ
J

」
」
》
円
、
J
I
M
ア
ベ
ー
に

6

1

t

？

j

L

1

L

J

i

 

J3 

L〕

一
品
刀
ペ
ノ
』
に
予
定
さ
れ
て
い
た
N
r
T
分
割
す
引
先
送
り
に
な
っ
た
こ
と
は

人
九
作
一
り
政
一
忠
弘
山
川
構
造
の
変
化
が
要
因
で
あ
っ
た

と
い
、
げ
な
匂
v

今
回
心
分
割
議
論
じ
、

h

」羽山川崎し川、

政
山
経
渋
掛
誌
の
変
化

ア
ク
タ
ー
問
の
い
刈
l

リ
ム
げ
か
夕
日
か
「
に
こ
と
い
わ
d

特
僚
で
み
る
｝

ぷTT c＇前 CG需品りの以前泊司

が
分
割
の
妥
当
仕
を
低
く
、
J

て
、
分
割
の
必
史
性
を
ア
ピ
i

ル
ず
る
ア
ク
タ
ー
の
出
現
が
少
な
か
っ
ー
ペ
か
、
つ
で
あ
る
乙
い
え
る
ν

そ
し

て
、
今
問
の
分
刻
議
論
の
過
か
を

γ
ク
タ
ー
の
行
為
に
似
…
ー

7ザ
一
当
て
て
み
る
と
、
ヘ
ム
午
の
民
、
行
作
議
ヘ
嗣
こ
に
え
て
自
民
党
の
渦
f
h
吹

二－
L
ふーで

j

l

 
日
民
党
・
内
閣
の
刀
間
山
弘
一
三
り
の
川
勺
ど
を
大
蔵
省
古
＋
点
り
し
た
か
っ
だ
こ
い

の
引
は
引
叫
が
ム
ヤ
／
仕
か
っ
た

げ
ん
一
で
〉
っ
政
策
決
定
美
川
の
辺
七
肢
の
役
割
が
少
な
か
っ
～
l

h

一とは、

N
1
7
・
合
一
這
迫
a

氾
に
か
肢
と
の
判
立
形
ぶ
さ
れ
て
い
た
政
策

ェト

y
ト
ワ
l
ク
う
い
何
小
、
？
一
ぬ
る
い
は
影
響
か
の
低
h

を
什
川
味
？
？
る
こ
こ
と
為
3

た
u

ど
が
、

A

q

弘
法
の
引
会
・
民
社
・
公
明
－
H

引い氏山注

と
の
多
民
目
黒
挙
協
力
、
そ
L
て
、
ハ
会
議
市
出
先

μア
乙
、
ろ
い
政
治
構
”
に
の
変
化
は
、

分
割
引
川
1H
を
司
指
す
N
T
i
と
か
電
通
が
部
政
寄

よ
い
も
、
優
付
に
J

つ
民
m凶
で
あ
っ
七
と
い
唱
え
る
ー
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三時

そ
し
て
、
八
九
年
の
分
村
山
議
論
の
お
穏
と
し

つ
れ
る
の
は
、
分
割
阻
？
ト
L
h
y
じ
お
し
て
し
た
苅
♂
ク
タ
！
の
聞
で
政
策
協
剥
が

な
か
っ
七
こ
乙
で
あ
る
変
化
を
伴
う
政
策
決
定
で
は
、
れ
ら
か
の
影
響
を
バ
ふ
け
る
多
～
吹
い
な
ア
ク
タ

各
マ
ケ
タ
ー
は
利

ーム

日州

筈
関
係
に
γ
ロ
っ
て
、
推
進
乙

m
c
つ
の
場
カ
攻
つ
れ
る
w

／
｝
パ
小
怨
｛
心
さ
れ
る
ペ
二
つ
の
止
川
崎
を
こ
る
ゲ
J

凡
1

ブ
が
対
止
令
続
汁

る
場
台
、

ア
ク
タ
ー
は
政
策
共
有
ヤ
政
斗
京
協
泌
を
校
宗
L
1
0
こ
ζ

芝
、
日
分
の
一
段
茶
道
い
引
を
政
震
に
反
映
し
よ
う
と
す
る
。
ん
J

一
小
、
人
7

回
の
郵
政
寄
り
分
t
h推
進
は
、

町
汁
（
仁
を
除
ノ
＼
諸
ア
ケ
タ
が
分
訟
に
反
対
L
、
N
I
T
禄
似
内
せ
川

T
V

て
郵
政
省
の
N
1

T
分
刻
々
ゑ
は
一
蹴
さ
れ

吋
l

↑
党
肘
枕
し
て
な
か
っ
に
c

こ
の
点
は
、
分
割
問
止
を
目
指
す
ア
ク
タ
ー

rcr; 

、
ノ
に
市
対
川
刊
で
忠
つ
に
と
忍
わ
れ
る
一

以
よ
り
よ
沿
っ
に
、

八
六
件
ー
の
分
割
ヘ
湘
争
は
、
一
ば
、
一
行
・
川
村
清
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
分
割
先
送
り
が
め
る
程
皮
チ
恐
A々

れ
て
い
た
と
い

J
Y
U
7
Q
3

し
か
じ

な
る
の
は
、
分
割
宇
宙
、
店
り
の
決
定
が
ぶ
J

割
議
争
C
符
燃
可
能
件
主
成
［
？

ヤ」〉」戸、みのムハ
V

J

一
」
れ
は

ヨ
本
の
川
一
信
政
芯
’
T
N
r
T
一
仕
の
問
題
山
凝
制
さ
れ
て

L
ま
い
、
技
術
の
全
化
、
競
争
環
境
心
変
化
に
41iん
で
き
な
い

つ
の
要

p
に
な
っ
f

J
い
え
よ
う
〈
」

（I
J
I
消去／れいノ
v
れ
い
に
し
え
以
川
uu造
の
成
す
は
、
判
「
内
同
心
市
費
税
法
心
氏
一
V

乙
こ
れ
に
守
す
る
批
判
、

3

1

て
、
一
ヘ
八
午
に
わ
え
完
ν

た
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
よ
令
以
治
不
仁
、
山
之
さ
r

物
愉
人
U
泡
仕
L
4
ど

μ民
党
山
野
市
政
策
に
汁
ア
J
O
批
判
一
i
M

耐
久
丙
で
の
コ
一
～
c

p
J

八

ι引
の
分
離
分
割
諒
一
帯
r
v
p
i
f
b
一、遺イけい札ト
c
心
つ
な
ゲ
り
人
Y
一
人
る
と
、

N
h化
む
引
け
点
形
成
五
C

れ
て

1
1
E
y
k主
九
な
v

し山一
Lm人
f

九
u
f
p
叫
に
属
j

Q
羽
出
敦
！
刀
連
ト
ハ
政
志
吋
叫
ん
口
長
t
u
p
フ
に
ご
ニ
店
、
庁
離
八
刀
U

引
い
但
川
ソ
た
め
の
つ

L
b明
い
乙
い
え
念
藤
井
一
ベ
々

刻

日

T
！
日
見
政
省
、
大
義
な
－
F
一
戦
い
ダ
ノ
ム
ー
モ
ユ
バ
社
、
月
上
口
パ
ハ
ム
、
ん
一
凡
川

i

｛
3
2
h

ハ
M
衆
該
芯
エ
弘
行
川
委
員
会
会
誌
汁
川
一
一
｛
九
へ
九
斗
〔
〉
河
川
H）

（

4
～
ん
今
一
山
氏
の
影
響
な
の
涼
止
は
、

J
一待
t
2
4
7
A
1
u
一
に
お
い
よ
汐
寸
前
市
民
（
U
円
2
1
巴
主
し
す
G

一
し
で
あ
る
し
子
立
案
と
条
約
案
に
つ

J

1

内

問
、
一
芸
一
併
比
い
が
対
リ
f
7匂
川
勿
ん
に
、
作
市
議
院
心
一
求
決
が
参
議
院
の
一
議
以
げ
ヰ
ピ
T
1一九2
る
の
て
、
参
議
院
ヘ
J
U

六
点
し
な
い
治
J

合
片
山
本
問
題
ば
必
ノ
牛
し
叩
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ぃ
ー
か
し
、
内
問

r冗
l
y
i
G
比
λ

そ
し
川
L
亡
、
安
説
咋
戸
在
ー
汁

1vh。L
L樹
立
、
法
索
士
山

υ
さ
品
る
九
陀
に
は
、
一
び
公
開
明
L
お

1UG

山
川
席
議
円
一
任
の
い
m
ト
の
I
え
れ
引
が
必
h
J人
と
な
h

、
米
議
院
…
す
ん
と
二
L
P
J、
ず
れ
い
、
そ
れ
日
九
日
会
刀
氏
一
哉
と
な
る
と
さ
れ
て
い

ho
－
－
支
出
沼

五
λ
条
（
庄
一
三
ろ
が
、
J

公
営
氏
、
仕
の
一
以
上
心
一
「
北
町
人
Y
確
保
L
亡
v

主
唱
巨
民
J

ー
だ
と
J

て
は
、
打
開
は
法
仲
宗
会
成
L
さ

さ
Q

～
り
に
、
必
史
な
支
持
ふ
さ
さ
べ
L

ー
な
カ
に
ち
古
参
誌
院
議
ハ
バ
か
っ
獲
得
す
る
必
去
す
が
次
り
、
ニ
の
必
官
、
川
、

pyv、
ム
ノ
品
口
ハ
が
持
得
F
る川町十

円
言
力
幻
沼
早
で
あ
勺
L
L
え
る
よ

へ
J

例
込
山
、
り
寸
ヰ
副
総
裁
で
あ
J

一／九一、
ι
F
4
U
H
b

－
ハ
口
見
凡
は

t
mか一
h
y
じ
位
へ
出
党
と
た
い
司
桁
ず
る
J
L
｝
た
考
え
て
も
ぷ
い
わ
て
は
な
い

か
一
し
江
川
一
召
す
る
よ
ろ
に
な
ペ
ヒ
c

一副
J

稲
川
一

f
y
J
（
一
’
川
月
間
つ
ね
「
町
刊
C

九
二
工
、
、
幹
半
L
t
h
コ
た
小
沢
ぶ
も
「
公
明
允

r

対
1
、
闘
の
宅
本
政
京
亡
よ
）
止
す
ん
市
寄
れ
る
、
コ
」
つ
は
お
円
い
に
心
山
内
寄
り
、
厳
し
い
九
つ
午
代
的
政
治
～
対
応
［
人
い
L

と
h

う
考
え
を
一
が
し

て

1
0
日？甘い
U
J社
社
品
九
九
〔
一
ル
小
川
汁
八

U
汀
伊
山
刊
－

（G
～
州
川
p

」
以
、
山
民
立
竹
派
の
た
丸
信
L
A

（
ぶ
去
は
、
ん
つ
年
一
月
間
？
に
古
城
県
行
久
一
山
内
の
ホ
子
ル
で
聞
か
れ
ん
リ
パ
派
代
作
尚
南
の
絞
段
会
で

月
之
vfht
き
れ
る
布
告
挙
後
の
は
司
ロ
J

切
れ
、
一
政
む
が
ボ
安
定
に
川
ふ
り
、
同
「
ム
パ
活
？
に
い
科
か
比
百
M
r
ょ
う
で
は
い
げ
三
日
見
V
J
F

が

漆
っ
て
之
さ
菩
叫
む
の
釈
の
引
金
よ
け
い

γ
。
L

門
民
荒
も
考
人
ム
γか、野山一
1
んもい
τ）子ハ
V

こ
こ
が
政
治
不
心
？
？
議
だ
一
と
述
へ
た
J

へ
い
三
九
倍
が
請
っ

た
（
り
は
、
米
院
で
山
川
、
立
古
過
半
数
か
制
お
し
と
〆

L

Z
一
、
寺
町
て
討
す
一
測
が
多
試
に
限
る
状
態
引
絞
ご
と
P

一
宇
陀
C

F

仏
、
総
民
r勺
亡
日
ギ

協
力
の
で
り
h
h
を
yvf
＼
る
話
J

人
引
し
に
、
計
り
河
川
も
前
川
き
に
V
2比
す
る
よ
え
に
求
一
一
一
一
」
も
の
で
」
h
u
h

、内法
rハナ
q
h
ソ
ワ
野
見
陥
訪
の
必
以
内
ム
ヱ
ヤ
訴

守

L

た
も
の
と
パ
ら
れ
る
一
日
口
判
河
一
一
札
え
じ
と
十
ド
ハ
凶
日
付
夕
刊
仁

二

品

判

官

U
笠
品
「
議
会
制
川
市
乙
〕
本
政
f
f
｜
｜
議
事
選
台
の
軒
出
成

ζ
字
い
で
昨
日
位
、
（

J
G
ニ
牛
、
｛
九
i

九
九
日
、
参
向
。

一υ
土
九
三
ト
「
｛

2
4
L
2
L】
足
ミ
ヘ
ミ
札
止
～

h
三
一
三
認
さ
3
〉
ゾ
ハ
乍
吋
H
｝

A
E
F
A凶
2
5
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